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は
じ
め
に

　

新
発
田
藩
主
溝
口
家
は
茶
の
湯
を
嗜
み
、
中
興
名
物
茶
入「
蛍
」（
畠
山
記
念
館
蔵
）

や
古
瀬
戸
茶
入
「
溝
口
胴
高
」（
個
人
蔵
）
を
所
蔵
し
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。

　

溝
口
家
の
所
蔵
し
た
道
具
に
関
す
る
蔵
帳
と
し
て
『
新
発
田
御
道
具
帳
』、『
江
戸

御
道
具
帳
』、『
七
間
之
御
土
蔵
御
道
具
帳
』（
い
ず
れ
も
新
発
田
市
立
図
書
館
蔵
）

が
あ
る
（
１
）。

三
つ
の
蔵
帳
は
こ
れ
ま
で
研
究
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
新
出
の
史
料
と
し
て

注
目
で
き
る
。
本
稿
で
は
『
新
発
田
御
道
具
帳
』（
図
１
）
に
注
目
す
る
。『
新
発
田

御
道
具
帳
』
は
後
述
す
る
よ
う
に
幕
末
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
、
当
時
の
溝
口
家

が
所
蔵
し
た
茶
道
具
を
網
羅
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。『
新
発
田
御

道
具
帳
』
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
溝
口
家
の
所
蔵
し
た
茶
道
具
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
筆
者
に
よ
る
研
究
で
は
、『
文
化
情
報
学
』（
第
九
巻
第
二
号
、

二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て
溝
口
家
が
所
蔵
し
た
大
燈
国
師
墨
蹟
二
件
の
周
縁
に
つ
い

て
論
じ
た
（
２
）。

ま
た
、『
新
潟
県
文
人
研
究
』（
一
六
号
、
二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て
溝

口
家
が
所
蔵
し
た
掛
物
の
蔵
帳
で
あ
る
『
御
掛
物
帳
』
に
所
載
の
書
画
中
、
記
載
と

合
致
す
る
現
存
ま
た
は
売
立
目
録
所
載
の
図
版
か
ら
墨
蹟
や
近
世
絵
画
の
周
縁
を
論

じ
た
（
３
）。そ

こ
で
本
稿
で
は『
新
発
田
御
道
具
帳
』に
所
載
さ
れ
る
茶
道
具
に
注
目
す
る
。

同
帳
に
所
載
さ
れ
、
現
存
ま
た
は
文
献
等
か
ら
合
致
す
る
作
品
を
紹
介
す
る
。な
お
、

別
項
に
お
い
て
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
の
翻
刻
を
付
す
。

資
料
紹
介

　
　
　
新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

宮
　
武
　
慶
　
之

　

新
潟
下
越
に
あ
る
新
発
田
は
、
か
つ
て
溝
口
家
が
支
配
し
た
。
溝
口
家
四
代
藩
主
・
重
雄
以
降
の
藩
主
は
茶
の
湯
に
関
心
を
も
っ
た
。
そ
の
た
め
溝
口
家
は
多
く

の
茶
道
具
を
所
有
し
た
。
た
と
え
ば
中
興
名
物
茶
入
「
蛍
」（
畠
山
記
念
館
蔵
）
や
古
瀬
戸
茶
入
「
溝
口
胴
高
」（
個
人
蔵
）
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
溝
口
家
が
所
有
し
た
茶
道
具
の
全
体
像
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
近
年
、
溝
口
家
の
道
具
帳
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
記
載
さ
れ
る
内
容
か

ら
溝
口
家
の
蔵
帳
で
あ
る
。
今
回
、
道
具
帳
の
一
つ
で
あ
る
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
に
記
載
さ
れ
る
茶
道
具
に
注
目
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
現
存
ま
た
は
文
献
上
に

お
い
て
確
認
で
き
る
作
品
も
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
蔵
帳
の
出
現
か
ら
そ
の
周
縁
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

（
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二

新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

一
　『
新
発
田
御
道
具
帳
』
に
つ
い
て

　

新
発
田
市
立
図
書
館
に
は
溝
口
家
の
所
有
し
た
道
具
類
が
記
載
さ
れ
た
道
具
帳
が

存
在
す
る
。『
新
発
田
御
道
具
帳
』、『
江
戸
御
道
具
帳
』、『
七
間
之
御
土
蔵
御
道
具

帳
』、『
御
掛
物
帳
』（
い
ず
れ
も
新
発
田
市
立
図
書
館
所
蔵
）
で
あ
る
。

　

今
回
、
注
目
し
た
の
は
『
新
発
田
御
道
具
帳
』（
図
１
）
で
あ
る
。
近
年
に
至
る

ま
で
本
書
の
存
在
は
『
溝
口
伊
織
家
古
文
書（４
）』

に
紹
介
さ
れ
る
も
、
今
日
ま
で
調
査

が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
内
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
二
〇
一
三
年
に

発
刊
さ
れ
た
『
溝
口
家
書
目
集
成（５
）』（

全
四
巻
）
に
も
未
所
収
で
あ
る
。
ま
た
、
科

学
研
究
費
に
よ
る
研
究
と
し
て
、
新
潟
大
学
原
直
史
教
授
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
原
氏
ら
は
『
御
道
具
控
』、『
御
道
具
類
目
録
』、『
蓄
蔵
物
品

目
次
』
道
具
帳
三
件
の
翻
刻
を
行
い
研
究
報
告
書
が
出
さ
れ
て
い
る
（
６
）。

し
か
し
な
が

ら
、
先
に
述
べ
た
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
を
は
じ
め
と
す
る
四
件
の
蔵
帳
に
つ
い
て

は
未
所
収
で
あ
る
。

　

溝
口
家
は
四
代
藩
主
・
重
雄
（
一
六
三
三

－

一
七
〇
八
）
が
怡
渓
宗
悦
（
一
六
四
四

－

一
七
一
四
）
に
茶
を
学
び
、
十
代
藩
主
・
直
諒
（
一
七
九
九

－

一
八
五
八
）
も
石
州

流
の
茶
の
湯
を
嗜
ん

だ
こ
と
か
ら
、
茶
の

湯
文
化
史
上
で
は
重

要
な
家
柄
で
あ
る
。

そ
の
た
め
同
家
は
多

く
の
茶
道
具
を
所
蔵

し
た
。
溝
口
家
は
明

治
期
に
売
立
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
目
録
の
存
在
は
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
同
家
の
所
蔵
し
た
茶

道
具
の
全
貌
を
し
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
、
蔵
帳
の
発
見
に
よ
り
所
蔵
し

た
道
具
中
、
茶
道
具
の
全
貌
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　

大
名
家
に
お
け
る
蔵
帳
で
は
小
堀
遠
州
の
所
持
し
た
道
具
帳
で
あ
る
遠
州
蔵
帳
、

松
平
不
昧
に
よ
る
雲
州
蔵
帳
な
ど
が
あ
る
。
溝
口
家
の
蔵
帳
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

小
堀
家
と
も
関
係
し
、
石
州
流
の
茶
の
湯
を
嗜
ん
だ
大
名
家
の
所
蔵
品
を
明
ら
か
に

す
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。　

　

本
稿
で
は
こ
の
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
に
注
目
す
る
。『
新
発
田
御
道
具
帳
』
の

表
題
は
新
発
田
御
道
具
帳
。
本
紙
料
紙
の
寸
法
は
縦
二
四
㌢
、
横
一
七
㌢
、
形
態
は

和
本
。
墨
書
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
。『
新
発
田
御
道
具
帳
』
ほ
か
三
件
の
蔵
帳
（
い

ず
れ
も
新
発
田
市
立
図
書
館
蔵
）
は
溝
口
家
の
家
老
で
あ
っ
た
溝
口
伊
織
家
旧
蔵
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
蔵
帳
は
記
載
さ
れ
る
内
容
か
ら
藩
主
家
の
蔵
帳
で
あ
る
。
家
老
の

伊
織
家
に
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
伝
わ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
蔵

帳
が
写
本
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
藩
主
家
控
え
の
性
格
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
新
発
田
御
道
具
帳
』
に
あ
る
藩
主
で
は
、
十
代
藩
主
・
直
諒
は
見

廟
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
直
諒
の
法
名
が
見
龍
院
殿
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
十
一
代

藩
主
・
直
溥
（
一
八
一
九

－

一
八
七
四
）
は
名
前
で
書
か
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

本
書
の
成
立
時
期
は
直
諒
没
後
か
つ
直
溥
存
命
中
、
す
な
わ
ち
一
八
五
八
年
以
降

一
八
七
四
年
以
内
と
考
え
ら
れ
る
。
無
論
、
そ
の
前
後
に
も
道
具
の
出
入
り
は
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
蔵
帳
が
整
理
さ
れ
た
時
期
は
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け

て
と
推
定
さ
れ
る
。

　

記
載
さ
れ
る
内
容
を
み
て
み
る
と
、
茶
碗
、
茶
入
、
茶
杓
、
棗
、
茶
巾
盥
、
水

指
、
建
水
、
釜
、
炭
斗
、
水
次
、
灰
器
、
茶
箱
の
順
に
記
載
さ
れ
る
。

（
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）

図１　『新発田御道具帳』
（新発田市立図書館蔵、撮影筆者）



文
化
情
報
学　

九
巻
二
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
）

三

二
　『
新
発
田
御
道
具
帳
』
所
載
の
道
具

　

こ
こ
で
は
先
ず
、
大
正
時
代
に
高
橋
箒
庵
（
一
八
六
一

－

一
九
三
七
）
に
よ
り
編

纂
さ
れ
た
主
要
な
茶
入
お
よ
び
茶
碗
の
集
大
成
で
あ
る
『
大
正
名
器
鑑（７
）』

に
所
載
さ

れ
る
器
物
中
、
溝
口
家
旧
蔵
品
を
紹
介
す
る
。そ
の
う
ち
、
現
存
が
確
認
で
き
た「
宗

節
伯
庵
」（
泉
屋
博
古
館
分
館
）、「
溝
口
胴
高
」（
個
人
蔵
）を
紹
介
し
「
溝
口
胴
高
」

に
つ
い
て
は
そ
の
添
状
か
ら
周
縁
を
論
じ
た
い
。
次
に
現
存
す
る
作
品
中
、
蔵
帳
と

合
致
す
る
道
具
を
紹
介
す
る
。
高
橋
箒
庵
は
当
時
、
溝
口
家
か
ら
直
接
道
具
を
購
入

し
茶
会
な
ど
で
用
い
た
。
そ
こ
で
箒
庵
の
所
蔵
品
を
売
立
し
た
際
に
作
成
さ
れ
た
売

立
目
録
に
注
目
し
、
溝
口
家
の
蔵
帳
と
合
致
す
る
作
品
を
紹
介
す
る
。
茶
杓
に
つ
い

て
は
十
代
藩
主
・
溝
口
直
諒
に
よ
り
当
時
、
溝
口
家
が
所
蔵
し
た
茶
杓
を
原
寸
大
で

書
写
し
た
和
本
『
茶
杓
図
譜
』
が
存
在
す
る
。
図
譜
と
蔵
帳
に
所
載
の
茶
杓
中
、
合

致
す
る
も
の
を
紹
介
す
る
。

ⅰ　

文
献
上
で
の
溝
口
家
旧
蔵
品

　

高
橋
箒
庵
に
よ
る
『
大
正
名
器
鑑
』
で
は
、
溝
口
家
旧
蔵
品
と
し
て
以
下
の
茶
入

お
よ
び
茶
碗
が
所
載
す
る
（
８
）。

　

・
瀬
戸
茶
入
「
溝
口
胴
高
」

　

・
薩
摩
甫
十
茶
入
「
玉
水
」

　

・
古
瀬
戸
茶
入
「
蛍
」

　

・
古
瀬
戸
茶
入
「
徳
永
肩
衝
」

　

・
丹
波
焼
茶
入
「
紅
葉
」

　

・
織
部
沓
茶
碗

　

・
宗
節
伯
庵
茶
碗

　

こ
れ
ら
の
記
述
と
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
と
は
以
下
の
よ
う
に
合
致
す
る
。

　

・
古
瀬
戸
茶
入
「
溝
口
胴
高
」
は
「
寳
上
乾
坤
入　

胴
高
茶
入
」（「
御
茶
入
之
部
」）

　

・
古
瀬
戸
茶
入
「
蛍
」
は
「
寳
上
乾
坤
入　

蛍
茶
入
」（「
御
茶
入
之
部
」）

　

・�

古
瀬
戸
茶
入
「
大
瀬
戸
」（
別
称
、
徳
永
肩
衝
）
は
「
寳
上
乾
坤
入　

大
瀬
戸

茶
入　

宗
中
極
書
入
」（「
御
茶
入
之
部
」）

　

・�

丹
波
焼
茶
入
「
紅
葉
山
」
は
「
御
贔
屓
入　

丹
波
焼
茶
入
銘
紅
葉　

箱
書
縣
宗

知
」（「
御
茶
入
之
部
」）

　

・
織
部
沓
茶
碗
は「
御
贔
屓
入　

織
部
沓
茶
碗　

箱
書
御
宛
名
」（「
御
茶
碗
之
部
」）

　

・
宗
節
伯
庵
茶
碗
は
「
乾
坤
入　

宗
節
茶
碗
」（「
御
茶
碗
之
部
」）

　

こ
こ
で
『
大
正
名
器
鑑
』
所
載
の
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
入
、
茶
碗
（
順
に
「
蛍
」、「
徳

永
肩
衝
」、「
紅
葉
」、
織
部
沓
茶
碗
、
宗
節
伯
庵
茶
碗
）
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

・「
蛍
」（
図
２
）　

　

中
興
名
物
茶
入
「
蛍
」（
畠
山
記
念
館
所
蔵
）
で
あ
る
。『
大
正
名
器
鑑
』
に
よ
る

と
箱
甲
の
左
肩
上
に
「
蛍
」
と
小
堀
遠
州
（
一
五
七
九

－

一
六
四
七
）
に
よ
り
墨
書

で
書
か
れ
る
。
茶
入
に
付
属
す
る
小
堀
宗
中
（
一
七
八
六

－

一
八
六
七
）
の
添
状
に

よ
れ
ば
、
こ
の
茶
入
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
年
）、
当
時
江
戸
在
住
の
溝
口
直
諒

に
よ
り
行
わ
れ
た
小
堀
遠
州
二
〇
〇
年
回
忌
茶
会
で
使
用
さ
れ
た
。
客
に
宗
中
な
ど

を
招
き
、
席
中
で
こ
の
茶
入
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
宗
中
に
よ
り
詠
ま
れ
た
歌

が
　
　

た
く
ひ
な
き
め
く
み
も
み
ち
の
ひ
か
り
を
も
こ
こ
に
あ
つ
め
て
見
る
ほ
た
る　

　
　

か
な

で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
添
状
は
『
御
掛
物
帳
』
に
は
「
蛍
茶
入
添
掛
物
自
詠
和
哥
」

と
し
て
所
載
さ
れ
る
（
９
）。

　

・「
徳
永
肩
衝
」（
図
３
）

（
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）
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図２　古瀬戸茶入「蛍」（畠山記念館蔵）
　　　（『茶道聚錦』より転載）

図５　織部沓茶碗（個人蔵）
　　　（『大正名器鑑』所載）

図６　宗節伯庵
　　　（泉屋博古館分館蔵）
胎土は疵土、正面には海鼠釉があり伯庵茶碗の要
件を満たす。実際に拝見すると釉薬全体は青く、
一部に枇杷色がみられる。
（画像協力および提供は同館）

図７　宗節伯庵茶碗の高台。
釉薬が高台に飛んだ箇所と海鼠釉が一条垂れた箇
所をみることができる。
（撮影筆者）

図３　瀬戸茶入「大瀬戸茶入」（別称、徳永肩衝）
　　　（『大正名器鑑』所載）

図４　丹波焼茶入「紅葉」
　　　（『大正名器鑑』所載）
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五

　
「
大
瀬
戸
茶
入
」
は
古
瀬
戸
茶
入
「
徳
永
肩
衝
」
の
こ
と
で
あ
る
。『
大
正
名
器
鑑
』

中
の
小
堀
宗
中
に
よ
る
添
状
で
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

大
瀬
戸
ト
御
下
札
之
御
茶
入
、
三
冊
名
物
記
ニ
出
候
處
之
徳
永
之
御
茶
入
ニ

　
　

相
違
無
之
候
、
為
後
證
染
愚
筆
云
々

銘
の
由
来
と
な
っ
た
徳
永
と
は
、
美
濃
高
須
藩
初
代
藩
主
・
徳
永
寿
昌
（
一
五
四
九

－

一
六
一
二
）
が
所
持
し
た
こ
と
に
因
む
と
さ
れ
る
。

　

・「
紅
葉
」（
図
４
）

　

丹
波
焼
の
茶
入
で
あ
る
。
箱
甲
の
墨
書
は
、
縣
宗
知
の
筆
跡
に
よ
り
「
紅
葉
」、

裏
に
は

　
　

嵐
吹
く
大
江
の
山
の
紅
葉
は
ハ
生
野
に
を
れ
る
に
し
き
な
る
ら
む

と
あ
る
。
こ
の
歌
は『
後
拾
遺
和
歌
集
』所
載
の
俊
盛
法
師
に
よ
る
。『
大
正
名
器
鑑
』

の
著
者
で
あ
る
高
橋
箒
庵
自
身
が
、
溝
口
家
の
古
老
（
旧
臣
か
）
に
聞
い
た
話
と
し

て
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
（
中
略
）

　
　

見
龍
院
様
は
殊
の
外
此
茶
入
を
愛
師
し
給
ひ
、
中
興
名
物
蛍
よ
り
も
猶
ほ
大

　
　

切
に
之
を
秘
蔵
せ
ら
れ
た

　
　
　
（
中
略
）

　

文
中
の
見
龍
院
と
は
十
代
藩
主
・
直
諒
の
法
号
で
あ
り
、
こ
の
茶
入
が
直
諒
愛
蔵

品
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
大
正
名
器
鑑
』
編
纂
時
の
所
有
者
は
筆
者
の
高
橋

箒
庵
で
あ
る
。

　

・
織
部
沓
茶
碗
（
個
人
蔵
、
図
５
）

　

織
部
焼
の
沓
茶
碗
で
あ
る
、
こ
の
茶
碗
を
収
納
す
る
箱
の
甲
に
「
溝
口
伯
州
様　

古
田
織
部
」
と
あ
り
、
古
田
織
部
（
一
五
四
四

－

一
六
一
五
）
の
筆
跡
と
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
か
蔵
帳
で
は
「
御
宛
名
」（
＝
「
溝
口
伯
州
」）と
し
て
記
載
さ
れ
る
。『
大

正
名
器
鑑
』
に
お
い
て
高
橋
は
、「
其
茶
友
で
あ
っ
た
溝
口
伯
耆
守
に
贈
り
た
る
者

な
り
」と
紹
介
さ
れ
る
。
な
お
溝
口
伯
耆
守
に
該
当
す
る
の
は
溝
口
秀
勝（
一
五
四
八

－

一
六
一
〇
）
で
あ
る
。

　

・
宗
節
伯
庵
茶
碗
（
泉
屋
博
古
館
分
館
蔵
、
図
６
）

　

こ
の
茶
碗
に
つ
い
て
は
森
下
愛
子
氏
（
泉
屋
博
古
館
分
館
学
芸
員
）
の
立
ち
会
い

の
も
と
熟
覧
し
た
。
茶
碗
は
山
疵
に
さ
ら
さ
れ
た
胎
土
に
瀬
戸
の
釉
薬
が
施
さ
れ
る
。

茶
碗
正
面
に
は
海
鼠
釉
が
掛
か
っ
て
お
り
、
高
台
に
は
釉
薬
が
飛
ん
だ
箇
所
が
一
つ
、

海
鼠
釉
が
一
条
垂
れ
た
箇
所
の
二
カ
所
が
み
ら
れ
る
（
図
７
）。
伯
庵
手
茶
碗
は
総

体
に
枇
杷
肌
が
約
束
と
さ
れ
る
が
、
宗
節
伯
庵
に
つ
い
て
は
熟
覧
し
た
と
こ
ろ
正
面

は
青
み
が
か
り
、
背
面
が
薄
い
枇
杷
色
、
高
台
脇
の
削
ら
れ
た
周
辺
の
釉
に
最
も
枇

杷
色
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
見
込
み
も
総
体
に
青
み
が
か
っ
た
釉
で
あ
る
。
口
作

り
周
辺
に
は
茶
渋
が
あ
り
、
底
は
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
溝
口
家
お
よ
び
高
橋

家
、
住
友
家
に
お
い
て
抹
茶
茶
碗
と
し
て
の
使
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、『
大

正
名
器
鑑
』
に
は
箱
書
付
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
住
友
家
の
茶
会
記
録
に
も

　
　

瀬
戸
伯
庵　

箱
石
州
侯

と
記
載
さ
れ
る
（
（（
（

。
付
属
品
を
熟
覧
し
た
と
こ
ろ
、
茶
碗
を
収
納
す
る
箱
お
よ
び
外
箱

は
近
代
に
な
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
片
桐
石
州
に
よ
る
箱
書
付
な
ど
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

以
上
か
ら
『
大
正
名
器
鑑
』
の
図
版
か
ら
、「
溝
口
胴
高
」、「
蛍
」、「
徳
永
肩
衝
」、

「
紅
葉
」、
織
部
沓
茶
碗
、
宗
節
伯
庵
茶
碗
は
溝
口
家
伝
来
で
あ
る
。

　

今
回
の
調
査
か
ら
「
溝
口
胴
高
」（
個
人
蔵
）
お
よ
び
付
属
す
る
添
状
の
現
存
を

確
認
し
た
。
こ
こ
で
は
先
ず
、「
溝
口
胴
高
」
の
周
縁
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

（
108
）



六

新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

① 

「
溝
口
胴
高
」
と
そ
の
付
属
品

　

古
瀬
戸
茶
入
「
溝
口
胴
高
」
は
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
に
お
い
て

寳
上
乾
坤
入

一　

胴
高
茶
入

（「
御
茶
入
之
部
」）

と
記
載
さ
れ
る
。
こ
の
茶
入
は
古
瀬
戸
茶
入
「
溝
口
胴
高
」（
個
人
蔵
、
図
８
）
で

あ
る
。
こ
の
茶
入
は
『
遠
州
蔵
帳
元
帳
』
に
所
載
さ
れ
、
小
堀
遠
州
が
所
持
し
た
（
（（
（

。

な
お
、
画
像
（
図
８
）
は
『
遠
州
蔵
帳
元
帳
』
で
の
所
載
に
従
い
な
だ
れ
部
分
を
正

面
に
し
て
撮
影
し
た
。
こ
の
ほ
か
の
名
物
記
に
お
い
て
、『
茶
入
之
次
第
』、『
茶
入

之
記
』、『
三
冊
名
物
記
』
に
所
載
さ
れ
る
（
（（
（

。
こ
の
茶
入
は
こ
れ
ま
で
存
在
が
不
明
で

あ
っ
た
が
今
回
の
調
査
に
よ
り
確
認
で
き
た
。

　

熟
覧
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
茶
入
の
釉
薬
は
や
や
渋
み
と
青
味
を
帯
び
て
お
り
、
そ

の
様
子
は
古
瀬
戸
茶
入
「
春
山
蛙
声
」（
湯
木
美
術
館
蔵
）
ほ
ど
の
明
る
さ
は
な
い

も
の
の
共
通
し
て
い
る
。
胴
部
に
は
六
本
の
篦
目
が
あ
り
、
き
り
り
と
し
た
肩
と
立

ち
上
が
り
を
み
せ
る
口
元
で
あ
る
。
形
状
か
ら
当
時
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
唐
物

茶
入
を
模
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
土
見
せ
か
ら
土
の
具
合
も
確
認
で
き
る
（
（（
（

。
茶

入
の
畳
付
き
に
糸
目
は
な
い
。
茶
入
の
窯
分
分
類
中
、
胴
高
は
唯
一
本
作
を
み
る
の

み
で
、
こ
の
茶
入
が
本
歌
で
あ
る
。
胴
高
の
名
称
は
茶
入
中
央
の
胴
部
分
か
ら
更
に

一
段
と
高
く
な
っ
て
い
る
形
状
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
、
こ
の
茶
入
の
付
属
品
に
は
小
堀
遠
州
筆
「
茶
入
之
次
第
」、
縣
宗
知
筆
「
証

文
」、
縣
宗
知
筆
「
質
流
状
」、
小
堀
宗
中
添
状
、
緒
、
益
田
鈍
翁
筆
「
入
日
記
」、

こ
の
ほ
か
替
袋
二
ツ
（
挽
家
に
収
納
す
る
袋
は
柿
地
菱
紋
緞
子
、
替
に
茶
地
雲
紋
緞

子
、
白
地
妙
心
寺
金
襴
）、
替
蓋
二
ツ
が
あ
る
。

　

縣
宗
知
に
よ
る
「
質
流
状
」（
図
９
）
で
は
茶
入
「
胴
高
肩
衝
」、
茶
入
「
蛍
」、

茶
入
「
大
概
」、「
唐

僧
両
筆　

閑
極
法
雲

東
澗
道
洵　

江
月
和

尚
外
題
有
」、「
青
磁

四
方
香
炉　

利
休
書

付
」
を
宗
知
か
ら
溝

口
家
に
譲
渡
す
る
内

容
で
、
以
下
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。

　
　

右
五
色
之
道
具
、
小
堀
和
泉
守
殿
より
去
々
年
酉
極
月
朔
日
ニ
質
物
ニ
取
金
子
御

　
　

用
立
候
処
、
金
子
御
返
弁
難
被
成
候
ニ
付
、
道
具
五
色
共
ニ
拙
者
へ
御
流
し
被

　
　

下
候
、
就
者
右
之
道
具
共
此
度
信
州
様
江
代
金
五
百
両
ニ
売
上
申
候
代
金
不
残

　
　

請
取
相
済
申
候
、
則
和
泉
守
殿
御
家
来
衆
より
被
下
候
借
用
手
形
并
道
具
流
シ
手

　
　

形
両
通
共
ニ
其
許
江
進
置
申
候

　

差
出
人
は
江
戸
幕
府
御
庭
方
の
懸
宗
知
（
一
六
五
六

－

一
七
二
一
）、
宛
名
に
は

高
久
助
之
進
の
名
が
あ
る
。
縣
宗
知
と
溝
口
家
の
交
渉
は
清
水
園
（
新
発
田
市
内
）

の
作
庭
に
関
係
し
た
こ
と
が
あ
る
。
宛
名
に
あ
る
高
久
助
之
進
は
新
発
田
藩
四
代
藩

主
・
溝
口
重
雄
の
御
仕
置
役
に
そ
の
名
が
あ
る
（
（（
（

。
文
中
の
信
州
様
と
は
新
発
田
藩
四

代
主
・
溝
口
重
雄
の
こ
と
で
あ
る
（
（（
（

。

　

文
面
か
ら
、
縣
宗
知
が
三
つ
の
茶
入（「
胴
高
」、「
蛍
」、「
大
概
」）、「
閑
極
法
雲
・

東
澗
道
洵
両
筆
墨
蹟
」、「
青
磁
四
方
香
炉
」
を
質
に
と
っ
て
小
堀
家
に
金
子
を
貸
し

付
け
た
。
し
か
し
小
堀
家
で
は
返
済
の
目
処
が
立
た
ず
、
預
け
た
道
具
を
縣
に
渡
す

こ
と
と
し
た
。
縣
は
金
子
に
換
え
る
た
め
預
か
っ
た
道
具
を
溝
口
家
に
売
却
し
た
と

あ
る
。
元
禄
七
年
か
ら
八
年
の
小
堀
家
で
は
政
恒
（
一
六
四
九

－

一
六
九
四
）
が
没

（
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図８　「溝口胴高」（個人蔵）
（撮影筆者）
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七

し
、
政
房
（
一
六
八
五

－

一
七
一
三
）
が
跡
目
相
続
し
た
。
添
状
に
あ
る
日
付
か
ら

も
跡
目
相
続
の
た
め
に
多
額
の
金
子
を
必
要
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
詳
細
に

つ
い
て
は
『
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
』
第
一
四
号
を
参
照
さ
れ
た
い
（
（（
（

。

　

次
に
、
縣
宗
知
「
証
文
」（
図
10
）
が
あ
る
。
こ
の
書
状
の
宛
名
も
高
久
助
之
進

と
君
宇
左
衛
門
で
あ
り
、
重
雄
の
側
近
に
与
え
た
書
状
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
証

文
の
記
述
は
以
下
で
あ
る
。

　
　

今
朝
は
緩
々
得
御
意
大
慶
に
奉
存
候
然
は
御
金
泉
守
殿
へ
持
参
仕
、
家
来
衆

　
　

へ
相
渡
し
手
形
請
取
候
、
て
只
今
も
た
せ
進
候
家
来
共
機
嫌
忝
な
か
り
大
慶

　
　

の
躰
申
斗
無
御
座
候
右
之
手
形
私
持
参
可
申
儀
に
御
座
候
へ
ど
も
時
分
柄
と

　
　

申
、
今
朝
御
意
ま
か
せ
御
文
箱
に
入
、
今
朝
封
之
印
を
し
て
進
し
申
候
、
心

　
　

事
来
春
可
得
御
意
候
以
上

　

内
容
は
、
溝
口
家
か
ら
金
子
を
預
か
り
、
小
堀
家
か
ら
手
形
を
受
け
取
っ
た
内
容

で
あ
る
。
熟
覧
し
た
と
こ
ろ
見
返
し
部
分
の
日
付
は
本
文
に
あ
る
宗
知
の
筆
跡
と
は

考
え
に
く
く
異
筆
で
あ
る
。
ま
た
、
溝
口
胴
高
茶
入
に
付
属
す
る
こ
と
と
考
え
あ
わ

せ
て
も
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
年
）
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
書
状
が
書
か
れ
た

の
は
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
年
）
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

次
に
小
堀
宗
中
に
よ
る
添
状
（
図
11
）
で
は
、
こ
の
茶
入
の
作
者
が
藤
四
郎
で
あ

る
と
述
べ
ら
れ
る
が
、
今
後
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

②
「
玉
水
」
茶
入
の
添
状

　

薩
摩
甫
十
茶
入
「
玉
水
」（
個
人
蔵
、
図
12
）
は
『
大
正
名
器
鑑
』
に
お
い
て
新
発

田
藩
溝
口
家
の
旧
蔵
品
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
先
述
の
縣
宗
知
「
証
文
」（
図
13
）
も

同
茶
入
の
添
状
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
所
蔵
家
で
は

添
状
は
付
属
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
先
の
「
溝
口
胴
高
」
に
お
い
て
も
紹
介
し

た
よ
う
に
宗
知
添
状
は
「
溝
口
胴
高
」
に
付
属
す
る
証
文
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
「
玉
水
」
茶
入
が
溝
口
家
伝
来
と
さ
れ
る
の
は
『
大
正
名
器
鑑
』

編
纂
時
の
誤
記
載
で
あ
る
。

　

縣
宗
知
「
証
文
」（
図
10
）
は
「
胴
高
茶
入
」
の
添
状
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
考

慮
す
る
と
、
こ
の
「
証
文
」
は
、
宗
知
が
溝
口
家
よ
り
五
種
の
道
具
代
金
を
預
か
り
小

堀
家
に
金
子
を
渡
し
た
の
ち
の
事
後
報
告
を
兼
ね
た
消
息
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以

上
の
点
か
ら
も
薩
摩
甫
十
茶
入
「
玉
水
」
が
溝
口
家
の
伝
来
品
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
。

　

つ
ま
り
『
大
正
名
器
鑑
』
に
お
い
て
溝
口
家
の
所
蔵
品
は
「
溝
口
胴
高
」、「
蛍
」、

「
徳
永
肩
衝
」、「
紅
葉
」、
織
部
沓
茶
碗
、
宗
節
伯
庵
茶
碗
で
あ
る
。

ⅱ　

現
存
が
確
認
さ
れ
る
道
具

①
井
戸
茶
碗
（
個
人
蔵
、
図
13
）

　

総
体
に
薄
作
り
で
、
轆
轤
目
が
あ
る
。
見
込
み
は
杉
形
を
し
て
お
り
、
内
側
へ
行

く
に
従
い
尖
っ
て
い
る
。
茶
碗
の
口
周
辺
に
も
釉
薬
が
掛
か
っ
て
お
り
、
一
条
の
な

だ
れ
が
見
所
と
な
っ
て
い
る
。
高
台
付
近
に
も
梅
花
皮
が
み
ら
れ
、
高
台
に
は
茶
碗

を
形
成
す
る
過
程
で
施
さ
れ
た
削
り
跡
が
あ
る
。
収
納
す
る
箱
は
遠
州
系
の
箱
作
り

で
、
側
面
に
溝
口
家
の
収
蔵
品
を
示
す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印
が
あ
る
。

な
お
甲
部
分
に
「
翠
浪
」
の
墨
書

が
あ
り
、
神
尾
備
前
守
と
さ
れ

る
。
茶
碗
に
は
仕
服
（
紺
地
に
蝶

の
金
襴
）
が
付
属
す
る
（
（（
（

。
な
お
、

『
新
発
田
御
道
具
帳
』
で
は
、「
御

茶
碗
之
部
」
に
所
載
の
「
井
戸
手

茶
碗
」、「
井
戸
茶
碗
」、「
井
戸
時

（
106
）

図12　薩摩甫十茶入　　
　　　「玉水」（個人蔵）
（『大正名器鑑』より転載）
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図９　懸宗知添状
（以下図10，図11はすべて個人蔵。撮影筆者）

図11　小堀宗中添状
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九

代
茶
碗
」、「
井
戸
脇
平
茶
碗
」
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
。

②
瀬
戸
建
水
（
個
人
蔵
、
図
14
）

　

瀬
戸
の
建
水
で
あ
る
。
当
初
か
ら
建
水
を
意
図
し
て
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

釉
薬
は
飴
色
で
瀬
戸
釉
が
全
体
お
よ
び
内
側
に
も
掛
け
ら
れ
、
畳
付
き
部
分
は
無
釉

で
あ
る
。
箱
の
甲
墨
書
に
は「
藤
四
郎　

建
水
」（
筆
者
不
明
）と
あ
る
。
箱
側
面
に「
碧

雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」の
蔵
印
が
あ
る
。な
お
、
建
水
を
包
む
裂
に
は「
瀬
戸
翻
」と
あ
り
、

『
新
発
田
御
道
具
帳
』
の
「
瀬
戸
翻
」（
建
水
之
部
）
に
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③
伊
賀
菱
形
水
指
（
個
人
蔵
、
図
15
）

　

伊
賀
の
菱
形
水
指
で
あ
る
。
こ
の
水
指
を
収
納
す
る
箱
の
貼
紙
に
は

　
　

溝
口
家
伝
来
翠
塘
（
濤
）庵
所
蔵
名
物
古
伊
賀
菱
形
水
指

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
溝
口
翠
濤
が
所
蔵
し
た
同
家
伝
来
の
水
指
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
水
指
正
面
の
左
上
部
か
ら
右
下
部
に
か
け
て
全
面
ビ
ー
ド
ロ
釉
が
か
か
り
、
そ
れ

以
外
の
部
分
は
飴
色
を
呈
す
る
。
水
指
全
体
の
形
状
は
箱
書
で
は
菱
形
と
さ
れ
る
が

木
瓜
形
の
よ
う
に
角
が
と
れ
た
菱
形
で
あ
る
。
制
作
年
代
は
釉
薬
の
状
態
か
ら
江
戸

時
代
初
期
の
伊
賀
焼
と
推
定
さ
れ
、
遠
州
の
指
導
に
よ
る
遠
州
伊
賀
の
影
響
を
受
け

た
作
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
初
か
ら
水
指
を
意
図
し
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
、
伊
賀
焼
水
指
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
形
状
の
作
例
は
み
ら
れ
な
い
。
水
指
裏
の

畳
付
き
は
素
地
が
み
ら
れ
長
石
も
含
ま
れ
て
い
る
。
平
底
は
真
っ
平
で
伊
賀
焼
の
通
例

通
り
で
あ
る
。
な
お
収
納
す
る
箱
に
は
溝
口
家
の
所
蔵
を
示
す「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」

の
蔵
印
は
な
い
も
の
の
、
貼
紙
に
よ
っ
て
溝
口
家
の
旧
蔵
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

お
そ
ら
く
現
在
の
箱
は
外
箱
で
、
水
指
本
体
を
収
納
す
る
箱
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。『
新
発
田
御
道
具
帳
』で
は
、「
古
伊
賀
水
指
」ま
た
は「
伊
賀
い
ち
し
蓋
水
指
」

（
い
ず
れ
も
「
御
水
指
之
部
」）
の
い
ず
れ
か
に
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

④
唐
物
竹
皮
入
長
角
炭
斗
（
福
岡
東
洋
陶
磁
美
術
館
蔵
、
図
16
） 

　

茶
席
の
炉
ま
た
は
風
炉
中
に
炭
を
つ
ぐ
時
に
用
い
る
唐
物
の
炭
斗
で
あ
る
。
竹
皮

を
用
い
て
作
ら
れ
箍
に
藤
が
組
ま
れ
て
い
る
。
収
納
す
る
箱
側
面
に
「
碧
雲
山
房
蓄

蔵
物
品
」
の
蔵
印
が
あ
る
。
蔵
帳
中
、「
唐
物
炭
斗
」、「
唐
物
平
炭
斗
」、「
唐
籠
組

炭
斗
」
な
ど
に
該
当
す
る
。

ⅲ　

高
橋
箒
庵
所
有
の
道
具

　

溝
口
家
は
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
年
）
に
家
財
の
売
立
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

と
き
茶
道
具
も
散
逸
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で
出
品
目
録

で
あ
る
売
立
目
録
は
発
見
で
き
て
い
な
い
（
（（
（

。
そ
の
後
の
溝
口
家
に
は
残
さ
れ
た
物
品

も
多
く
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
に
高
橋

箒
庵
が
、
溝
口
家
か
ら
同
家
所
蔵
の
茶
器
等
を
購
入
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
（（
（

。

た
と
え
ば
先
に
紹
介
し
た
丹
波
茶
入
「
紅
葉
」
が
該
当
す
る
。

　

高
橋
箒
庵
に
よ
る
所
蔵
品
の
売
立
が
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
年
）
に
京
都
美
術

倶
楽
部
（『
東
都
寸
松
庵
主
所
蔵
品
（
（（
（

』）、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）
に
は
東
京
美

術
倶
楽
部
（『
高
橋
家
御
蔵
品
入
札
（
（（
（

』）
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か

に
二
回
の
売
立
が
あ
る
。
以
上
四
回
の
目
録
の
う
ち
溝
口
家
伝
来
と
す
る
作
品
を
み

て
み
る
と
先
の
二
回
の
売
立
に
お
い
て
所
載
が
確
認
で
き
た
。
こ
こ
で
は
先
に
述
べ

た
二
回
の
売
立
か
ら
蔵
帳
と
合
致
す
る
作
品
を
提
示
し
て
み
た
い
。

①
『
東
都
寸
松
庵
主
所
蔵
品
』

　

同
売
立
目
録
を
み
て
み
る
と
多
く
の
溝
口
家
伝
来
と
す
る
作
品
が
所
載
さ
れ
る
。

（
104
）
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図16　唐物竹皮入長角炭斗（福岡東洋陶磁美術館蔵、右）、底（左）
	 （画像提供、同館）

図15　伊賀菱形水指（個人蔵、上）
　　　  収納する箱の貼札（左）
　　　  （撮影筆者）

図14　瀬戸翻（個人蔵）
（撮影筆者）

図13　井戸茶碗（個人蔵）
（『大美特別展（第二回）』より転載）
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一
一

売
立
目
録
に
図
版
掲
載
は
な
い
も
の
の
、
以
下
の
器
物
が
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
と

合
致
す
る
。

　

・�「
破
風
窯
茶
入　

銘
亀
甲　

溝
口
家
旧
蔵　

袋
焼
切
」
は
「
亀
甲
茶
入　

箱
書

宗
中
」（「
御
茶
入
之
部
」）

　

・�「
朝
鮮
菱
形
水
指　

宗
中
箱
書
付　

溝
口
家
旧
蔵
」
は
「
朝
鮮
菱
形
水
器　

箱

書
宗
中
」（「
御
水
指
之
部
」）

で
あ
る
。

②
『
高
橋
家
御
蔵
品
入
札
』

目
録
所
載
の
道
具
中
、『
新
発
田
御
道
具
帳
』
と
合
致
す
る
も
の
は
以
下
が
あ
る
。

　
・「
菊
屋
大
海　

溝
口
家
旧
蔵
」（
図
17
）は
「
菊
屋
大
海
茶
入
」（『
御
茶
入
之
部
』）

　
・�「
染
付
茶
碗　

銘
腰
あ
ら
れ　

白
酔
庵
箱　

溝
口
家
旧
蔵
」（
図
18
）
は
「
染
付

腰
霰
茶
碗
」（『
御
茶
入
之
部
』）

　
・�「
蕎
麦
茶
碗　

銘
む
さ
し
の　

溝
口
家
旧
蔵
」（
図
19
）
は
「
御
秘
蔵　

そ
は
茶

碗　

銘
武
蔵
野
」（『
御
茶
碗
之
部
』）

　
・�「
清
巌
自
造
茶
碗　

溝
口
家
旧
蔵
」（
図
20
）は「
御
秘
蔵　

清
巌
手
造
茶
碗
」（『
御

茶
碗
之
部
』）

と
な
る
。
な
お
、
同
目
録
で
の
図
版
所
載
は
な
い
も
の
の
「
唐
象
牙
棗　

溝
口
家
旧

蔵
」
は
、「
唐
物
象
牙
茶
器
（『
御
茶
器
之
部
』）」
が
合
致
す
る
。

ⅳ　

ほ
か
売
立
目
録
に
所
載
さ
れ
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

　

昭
和
七
年
六
月
、
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
売
立
の
目
録
で
あ
る

『
説
田
家
蔵
品
展
観
目
録
（
（（
（

』
に
「
祥
瑞
鳥
摘
福
寿
字
茶
入　

溝
口
家
伝
来
」（
図
20
）

が
所
載
さ
れ
る
。
鳥
の
摘
み
の
祥
瑞
で
あ
る
。
こ
の
茶
入
は
「
御
贔
屓
入　

祥
瑞
福

寿
紋
薄
茶
入
」（「
御
茶
入
之
部
」）
と
合
致
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
昭
和
一
四
年
二
月
、
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
展
観
目

録
で
あ
る
『
特
別
展
観
目
録
（
（（
（

』
に
は
、
図
版
掲
載
は
な
い
も
の
の
「
瀬
戸
渋
紙
手
一

重
口
水
指　

溝
口
家
伝
来
」
が
記
載
さ
れ
る
。
こ
の
水
指
は
「
御
秘
蔵
二
十
弐
ば
ん

　

渋
紙
手
水
指
」
ま
た
は
「
瀬
戸
一
重
口
水
指
」（
い
ず
れ
も
「
御
水
指
之
部
」）
の

い
ず
れ
か
に
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ⅴ　

茶
杓
に
つ
い
て

　

現
在
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
『
茶
杓
図
譜
』（
上
下
二
巻
）
が
所
蔵
さ
れ

る
（
（（
（

。
本
書
は
溝
口
家
に
お
い
て
所
蔵
さ
れ
た
茶
杓
を
写
し
た
図
録
で
あ
る
。
表
題

の
「
茶
杓
図
譜
」
の
四
字
は
小
堀
宗
中
、
画
は
狩
野
派
の
絵
師
で
あ
っ
た
林
勝
鱗

（
一
八
三
一

－

一
八
八
八
）、
筒
書
付
な
ど
の
書
写
は
溝
口
直
諒
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
勝
鱗
は
名
を
雅
章
。
木
梚
町
狩
野
勝
川
院
雅
信
に
学
ん
だ
新
発
田
藩
の
御
用
絵

師
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
茶
杓
に
関
し
て
は
『
十
二
月
茶
杓
』
も
あ
る
（
（（
（

。
本
書
は
小
堀

宗
本
（
一
八
一
三

－

一
八
六
四
）、
弟
で
あ
る
小
堀
篷
露
（
一
八
一
六

－

一
八
七
六
）

の
兄
弟
合
作
に
よ
る
十
二
ヶ
月
茶
杓
、
父
で
あ
る
小
堀
宗
中
の
閏
月
茶
杓
、
合
計

一
三
本
の
茶
杓
お
よ
び
筒
書
を
写
し
た
も
の
で
画
は
勝
鱗
、
筒
な
ど
の
墨
書
の
写
し

は
直
諒
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
存
在
が
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
る
も
紹
介

さ
れ
ず
に
い
た
た
め
新
た
な
資
料
と
し
て
注
目
で
き
る
。

　

所
載
さ
れ
る
茶
杓
の
中
で
現
存
す
る
も
の
は
一
件
確
認
で
き
た
。
小
堀
遠
州
に
よ

る
茶
杓
「
式
部
卿
様
ま
い
る
」（
北
村
美
術
館
蔵
）
で
あ
る
。

　

今
回
の
調
査
で
は
木
下
收
氏
（
北
村
美
術
館
館
長
）
の
立
ち
会
い
の
も
と
茶
杓
「
式

部
卿
様
ま
い
る
」）（
同
館
蔵
）
を
熟
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
総
体
は
一
七・六
㌢
。
節

上
は
白
竹
、
節
下
以
下
は
茶
色
く
景
色
が
あ
る
。
用
い
た
竹
は
染
み
竹
で
あ
る
。
朽
ち

（
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図17　菊屋大海茶入
	 （『高橋家御蔵品入札』所載）

図18　染付腰霰茶碗
	 �箱書きは白酔庵・芳村観阿と紹介

される。
	 （『高橋家御蔵品入札』所載）

図21　祥瑞福寿紋薄茶入
	 （『説田家蔵品展観目録』所載）

図20　清巌手造茶碗
	 �清巌宗渭（大徳寺一七〇世）による自作

茶碗である。
	 （『高橋家御蔵品入札』所載）

図19　蕎麦茶碗銘「武蔵野」
	 右、茶碗。左、収納する箱
	 箱左下には「碧雲山房蓄蔵物品」の蔵印が貼られている。
	 （『高橋家御蔵品入札』所載）
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一
三

る
寸
前
の
竹
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
櫂
先
は
お
お
ら
か
に
撓
め
ら
れ
薄
く
削
ら
れ
る
。

こ
の
手
の
竹
は
総
じ
て
火
を
拾
っ
て
も
折
れ
や
す
く
曲
げ
に
く
い
た
め
、
櫂
先
が
薄
く

な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
遠
州
作
の
茶
杓
は
、
そ
の
茶
風
を
反
映
し
て
か
総
じ
て

薄
く
華
奢
な
作
が
多
い
が
、
素
材
の
性
質
に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
い
と
考
え
る
。
筒
は

真
削
り
で
、
下
部
は
九
カ
所
削
ら
れ
て
い
る
。
面
取
り
し
た
箇
所
に
小
堀
遠
州
に
よ
り

　
　

〆　

式
部
卿
様
ま
い
る　

宗
甫

と
定
家
様
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
。
現
在
、
筒
の
宗
甫
の
署
名
下
に
は
経
年
変
化
に
よ

る
穴
が
あ
る
。
収
納
す
る
桐
箱
に
は
甲
部
に
「
茶
杓
」
と
二
文
字
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
図
譜
に
所
載
の
図
と
比
較
し
て
み
る
と
（
図
22
）
の
よ
う
に
な
る
。
先
ず

寸
法
は
一
七・六
㌢
と
同
一
で
あ
る
。
次
に
茶
杓
の
様
子
に
つ
い
て
も
節
の
上
下
の
様
子

が
合
致
す
る
。
ま
た
筒
に
つ
い
て
も
筒
下
部
の
削
り
は
九
カ
所
あ
っ
た
が
、
そ
の
細
部

に
い
た
る
部
分
（
背
面
）
も
描
か
れ
て
い
る
。
箱
甲
の
「
茶
杓
」
二
文
字
は
、
こ
れ
ま

で
筆
者
不
明
と
さ
れ
て
い
た
が
、『
茶
杓
図
譜
』
の
記
載
に
は
不
昧
筆
と
あ
り
松
平
不

昧
（
一
七
五
一

－

一
八
一
八
）
に
よ
る
筆
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
図
23
）。

　

現
在
、「
式
部
卿
様
参
る
」
の
茶
杓
に
は
古
筆
了
伴
（
一
七
九
〇

－

一
八
五
三
）
に

よ
る
筒
墨
書
の
極
が
付
属
す
る
。
極
を
収
納
す
る
桐
箱
に
は
溝
口
家
の
所
蔵
品
で
あ

る
こ
と
を
示
す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印
（
図
24
）
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
以

上
か
ら
「
式
部
卿
様
ま
い
る
」
は
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
杓
で
あ
る
。

　

こ
の
茶
杓
は
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
の
「
茶
杓
之
部
」
に
お
い
て
「
宗
甫
茶
杓
」

と
す
る
三
件
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。
ま
た
、
茶
杓
の
形

状
や
寸
法
が
克
明
に
模
写
さ
れ
る
点
か
ら
、
本
書
は
家
伝
の
茶
杓
お
よ
び
直
諒
に
よ

り
収
集
さ
れ
た
茶
杓
を
原
寸
大
で
書
き
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
『
茶
杓
図
譜
』
お
よ
び
『
一
二
月
茶
杓
』
か
ら
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
と

合
致
す
る
茶
杓
を
み
て
み
た
い
。 

（
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）

図22　遠州作茶杓「式部卿様まいる」の比較
	 �右、北村美術館蔵（『京・四季の茶事』より転載）
	 左、『茶杓図譜』（東京大学史料編纂所蔵）所載

図24
極を収納する箱
（北村美術館蔵、撮影筆者）

図23　箱甲の墨書
	 �右、「式部卿様まいる」を

収納する箱
	 （北村美術館蔵、撮影筆者）
	 左、『茶杓図譜』の所載図



一
四

新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

１　

見
廟
御
作
御
茶
杓 

直
溥
公
御
箱
書
（［
図
１
］、［
図
２
］）

　

新
発
田
藩
十
代
藩
主
、
翠
濤
・
溝
口
直
諒
に
よ
る
茶
杓
二
作
を
一
箱
に
収
め
て

い
る
。
一
つ
（
図
１
）
は
全
長
一
七
・
五
㌢
。
節
上
は
茶
色
、
節
下
は
黒
色
で
薄
作

で
あ
る
。
筒
に
銘
は
な
く
〆
印
と
花
押
の
み
が
書
か
れ
る
。
も
う
一
方
（
図
２
）

は
全
長
一
七
・
七
㌢
。白
竹
を
用
い
て
お
り
銘
は
な
く
筒
に
花
押
の
み
が
書
か
れ
る
。

『
茶
杓
図
譜
』
中
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
（
中
略
）

　
　

拙
作
な
れ
と
も
皆
傳
の
し
る
し
に
家
に
の
こ
し
置

　
　
　
（
中
略
）

と
あ
り
、
直
諒
が
石
州
流
茶
道
の
皆
伝
を
受
け
た
と
き
に
、
記
念
に
作
成
し
た
二

本
の
茶
杓
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
直
諒
は
茶
の
湯
を
新
発
田
藩
茶
道
で
あ
っ
た

半
求
庵
・
阿
部
休
巴
（
宗
休
。
一
七
八
五

－

一
八
五
三
）
に
茶
を
学
ん
だ
と
さ

れ
（
（（
（

、
こ
の
茶
杓
は
休
巴
か
ら
石
州
流
の
皆
伝
を
受
け
た
と
き
作
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
箱
書
は
直
諒
の
長
男
で
新
発
田
藩
一
一
代
藩
主
・
直
溥
（
一
八
一
九

－

一
八
七
四
）に
よ
る
。
以
上
二
件
は
い
ず
れ
も
『
茶
杓
図
譜
』
下
巻
所
載
。（
以
下
、

上
巻
下
巻
の
み
を
記
す
）

２　

利
休
作
茶
杓　

外
箱
見
廟
御
筆
（［
図
３
］）

　

千
利
休
（
一
五
二
二

－

一
五
九
一
）
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
八
・
一
㌢
。

総
体
に
薄
く
蟻
腰
で
あ
る
。
櫂
先
は
丸
み
を
帯
び
て
、
典
型
的
な
利
休
形
の
茶
杓

で
あ
る
。
筒
は
草
削
り
、
竹
皮
を
少
し
削
り
残
し
て
い
る
。
形
状
と
し
て
は
上
下

部
分
が
細
く
な
っ
て
お
り
、
ぶ
り
ぶ
り
の
様
子
を
み
せ
て
い
る
。
筒
栓
に
〆
印
は

な
く
代
り
に
朱
漆
で
利
休
の
ケ
ラ
判
が
あ
り
、
下
部
に
は
元
伯
宗
旦
（
一
五
七
八

－

一
六
五
八
）
に
よ
る
「
旦
」
の
字
と
花
押
が
朱
漆
で
書
か
れ
る
の
が
認
め
ら
れ

る
。
上
巻
所
載
。

３　

利
休
直
茶
杓
（［
図
４
］）

　

利
休
に
よ
り
直
さ
れ
た
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
七
・
八
㌢
。
総
体
に
薄
く
蟻
腰

で
あ
る
。
竹
に
染
み
が
み
ら
れ
る
。
筒
は
真
削
り
で
、
〆
印
と「
利
休
ノ
ナ
オ
シ
」

の
墨
書
が
あ
る
。
同
書
に
は
「
利
休
直
し
茶
杓
宗
関
筒
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
宗
関
・

片
桐
石
州
（
一
六
〇
五

－

一
六
七
三
）
に
よ
る
筒
墨
書
で
あ
る
。
上
巻
所
載
。

４　

宗
甫
作
茶
杓　

銘
一
ツ
松　

箱
書
宗
甫
（［
図
５
］
～
［
図
７
］）

　

小
堀
宗
甫
（
遠
州
）
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
七
・
八
㌢
。
薄
作
で
あ
る
。

節
下
か
ら
竹
皮
が
剥
が
れ
お
り
、
ひ
と
つ
の
見
所
と
な
っ
て
い
る
。
筒
の
〆
印
は

遠
州
の
筒
墨
書
中
で
も
珍
し
く
、
署
名
が
宗
甫
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
銘
で
あ
る

「
一
ツ
松
」
は
慈
鎮
和
尚
の
歌
「
我
身
こ
ろ
な
る
を
に
た
て
る
一
松
よ
く
も
あ
し

く
も
又
た
く
い
な
し
」
に
よ
る
。
図
譜
で
は
箱
の
甲
お
よ
び
裏
の
墨
書
、
包
布
も

所
載
さ
れ
る
。
上
巻
所
載
。

５　

宗
甫
茶
杓　

銘
山
の
井　

筒
弧
峰
子
名
ア
リ
（［
図
８
］）

　

小
堀
遠
州
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
八
㌢
。
景
色
の
あ
る
竹
を
用
い
て
い

る
。
薄
い
。
腰
は
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
が
穏
や
か
な
作
行
き
で
あ
る
。
筒
は
下

部
を
削
り
落
と
し
、
筒
の
下
部
に
は
遠
州
の
筆
跡
で
「
山
乃
井　

孤
篷
子
」
と
あ

る
。
墨
書
の
あ
る
正
面
は
樋
が
通
っ
た
部
分
で
あ
る
と
み
え
、
栓
の
部
分
に
も
窪

み
が
み
ら
れ
る
。
上
巻
所
載
。

６　

宗
甫
茶
杓

　
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
の
記
載
で
は
小
堀
遠
州
作
に
よ
る
茶
杓
は
先
の
「
式
部

卿
様
ま
い
る
」（
北
村
美
術
館
蔵
）、「
一
ツ
松
」、「
山
の
井
」（
以
上
二
件
は
『
茶

杓
図
譜
』
所
載
）
以
外
に
三
件
が
所
載
さ
れ
る
。『
茶
杓
図
譜
』
中
、
遠
州
作
の

茶
杓
は
先
の
紹
介
し
た
茶
杓
以
外
に
二
件
の
所
載
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
蔵
帳
所
載

の
記
述
と
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
特
定
す
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
二

（
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一
五

件
を
画
像
に
よ
っ
て
紹
介
す
る
。

・
小
堀
遠
州
作
茶
杓
「
森
河
小
左
様
」（［
図
９
］）

　
�　

小
堀
遠
州
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
筒
に
は
「
〆　

森
河
小
左
様　

小
遠
江
」

と
あ
り
、
贈
筒
で
あ
る
。「
森
河
小
左
」
と
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
中
、
森

川
氏
で
小
左
衛
門
を
名
乗
っ
た
森
川
之
俊
（
一
五
九
九

－

一
六
八
二
）
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
全
長
一
八
・
一
。
節
下
は
竹
皮
を
は
ぎ
取
ら
れ
、
節
上
は
白

竹
で
薄
作
で
あ
る
。
上
巻
所
載
。

・
小
堀
遠
州
作
茶
杓
「
雲
谷
庵
主
等
益
さ
ま
」（［
図
10
］、［
図
11
］）

　

�　

小
堀
遠
州
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
筒
に
は
「
〆　

雲
谷
庵
主
等
益
さ
ま　

宗

甫
」
と
あ
り
、
贈
筒
で
あ
る
。「
雲
谷
庵
主
等
益
」
と
は
、
雲
谷
等
顔
の
次
男

で
毛
利
家
に
仕
え
た
雲
谷
等
益
（
一
五
九
一

－

一
六
四
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。

全
長
一
八
・
二
㌢
。
節
下
は
竹
皮
を
は
ぎ
取
ら
れ
、
節
上
は
白
竹
で
薄
作
で
あ

る
。
同
書
で
は
箱
書
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

雲
谷
等
益
ト
有
ル

　
　
　

宗
甫
作
茶
杓　
（
花
押
）

　

と
あ
り
、
松
平
不
昧
に
よ
る
箱
墨
書
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
上
巻
所
載
。

７　

織
部
殿
茶
杓
（［
図
12
］）

　

古
田
織
部
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
八
・
一
㌢
。
櫂
先
は
長
い
。
節
は
中

節
よ
り
も
や
や
下
部
で
、
こ
の
時
代
の
武
将
に
み
ら
れ
る
作
例
で
あ
る
。
総
体
に

薄
く
つ
く
ら
れ
、
腰
は
く
の
字
の
よ
う
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
筒
は
真
削
り
で
、

〆
印
と
織
部
の
花
押
が
認
め
ら
れ
る
。
上
巻
所
載
。
な
お
上
巻
に
は
二
件
の
織
部

茶
杓
が
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
乾
坤
入
之
部
は
家
祖
伝
来
の
品
で
あ
る
こ
と

か
ら
「
織
部
殿
茶
杓
」（
乾
坤
入
）
が
合
致
す
る
と
し
た
。

８　

佐
久
間
将
監
実
勝
茶
杓
（［
図
13
］）

　

佐
久
間
将
監
実
勝
（
一
五
七
〇

－

一
六
四
二
）
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長

一
八
・
五
㌢
。
細
身
の
茶
杓
で
あ
る
。
樋
の
部
分
に
二
条
の
景
色
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
筒
は
真
削
り
で
あ
る
。
〆
印
は
丸
印
が
あ
り
「
佐
将
監
」
の
墨
書
が
認

め
ら
れ
る
。
上
巻
所
載
。

９　

徳
祐
公
作
茶
杓　

銘
清
風　
（［
図
14
］）

　

肥
前
平
戸
藩
四
代
藩
主
、
松
浦
鎮
信
（
一
六
二
二

－

一
七
〇
三
）
に
よ
る
茶
杓

で
あ
る
。
鎮
信
は
石
州
流
の
茶
人
で
、
自
身
に
よ
り
鎮
信
流
を
興
し
た
。
徳
祐
公

と
あ
る
の
は
鎮
信
が
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
年
）
に
隠
居
し
、
天
祥
庵
祐
徳
円
恵

と
号
し
た
こ
と
に
よ
る
。
全
長
一
八
・
六
㌢
。
薄
く
細
身
で
腰
は
な
く
真
直
ぐ
な

茶
杓
で
あ
る
。
筒
に
は
正
面
は
面
取
り
さ
れ
、
栓
の
と
こ
ろ
に
〆
印
が
あ
り
右
側

面
に
「
清
風
」、
左
側
面
に
は
花
押
が
あ
る
。
上
巻
所
載
。

10　

桑
山
左
近
殿
茶
杓
（［
図
15
］）

　

桑
山
左
近（
一
五
六
〇

－

一
六
三
二
）に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
八
・
二
㌢
。

総
体
に
薄
い
。
材
と
な
っ
た
竹
は
胡
麻
竹
の
根
に
近
い
部
分
が
用
い
ら
れ
、
節
に

竹
根
が
あ
る
。
筒
は
細
く
作
ら
れ
〆
印
と
墨
書
が
あ
る
。
上
巻
所
載
。

11　

細
川
三
斎
公
作
茶
杓 

箱
書
了
伴
（［
図
16
］）

　

細
川
三
斎（
一
五
六
三

－

一
六
四
六
）に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
九
・
五
㌢
。

節
無
し
。
図
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
極
め
て
薄
い
。
筒
は
真
削
り
。
墨
書
は
「
わ

し
は
し
」
か
。
上
巻
所
載
。

12　

作
州
公
造
茶
杓　

銘
浮
雲
（［
図
17
］）

　

銘
「
浮
雲
」
の
茶
杓
で
あ
る
。
作
州
公
と
は
宇
喜
多
秀
家
（
一
五
七
二

－

一
六
五
五
）
の
こ
と
で
、
同
人
作
の
茶
杓
と
考
え
ら
れ
る
。
全
長
一
八
・
一
㌢
。

総
体
に
薄
く
中
節
で
あ
る
。
櫂
先
は
お
お
ら
か
で
、
細
い
作
り
で
あ
る
。
筒
に
は

墨
書
に
て
「
う
き
雲　

作
州
公　

石
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
茶
杓
は
作
州
公
、
筒

（
98
）



一
六

新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

の
筆
跡
は
片
桐
石
州
に
よ
る
。
筒
は
行
の
削
り
で
あ
る
。
上
巻
所
載
。

13　

空
中
斎
茶
杓　

銘
遠
山　

彫
銘
空
中
（［
図
18
］）

　

空
中
斎
・
本
阿
弥
光
甫
（
一
六
〇
一

－

一
六
八
二
）
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全

長
一
八
・
二
㌢
。
竹
根
に
近
い
部
分
を
用
い
て
お
り
三
ツ
節
で
あ
る
。
虫
食
い
が

二
箇
所
あ
り
見
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
黒
く
染
み
た
竹
で
持
ち
手
は
厚
い
が
櫂

先
に
行
く
に
従
い
薄
く
な
っ
て
い
る
。
筒
は
面
取
り
し
た
所
を
正
面
に
「
遠
山　

光
（
花
押
）」
と
あ
り
、
背
面
に
は
ほ
か
の
空
中
作
茶
杓
の
筒
墨
書
に
み
ら
れ
る

花
の
形
を
し
た
花
押
が
認
め
ら
れ
る
。
上
巻
所
載
。

14　

佐
川
田
喜
六
茶
杓　

銘
都
鳥
（［
図
19
］）

　

喜
六
・
佐
川
田
昌
俊
（
一
五
七
九

－

一
六
四
三
）
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長

一
八
・
五
㌢
。
薄
作
で
あ
る
。
景
色
の
あ
る
染
み
竹
を
用
い
て
い
る
。
筒
は
真
削

り
で
あ
る
。
筒
墨
書
に
は
「
〆　

都
鳥　

昌
俊
（
花
押
）」
と
あ
る
。
下
巻
所
載
。

な
お
先
述
し
た
高
橋
箒
庵
の
売
立
目
録
で
あ
る
『
一
木
庵
高
橋
家
所
蔵
品
入
札
目

録
』
に
は
「
六
八　

佐
川
田
喜
共
筒
茶
杓　

銘
都
鳥
」
と
の
所
載
が
あ
る
。
ま
た
、

『
茶
杓
三
百
選
』（
一
九
七
七
年
、
河
原
書
店
）
に
も
所
載
。

15　

野
田
酔
翁
茶
杓　

銘
源
七
（［
図
20
］）

　

石
州
流
の
流
れ
を
く
む
鎮
信
流
野
田
派
の
祖
で
あ
る
野
田
酔
翁
（
一
六
五
二

－

一
七
三
一
）
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
九・五
㌢
。
蟻
腰
で
、
節
上
か
ら
一
条
の

雪
割
が
あ
る
。
筒
は
染
み
竹
に
細
か
な
粉
が
吹
き
出
し
た
よ
う
な
竹
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
筒
に
は
〆
印
と
「
茶
杓　

源
七　

酔
翁
」
の
墨
書
が
あ
る
。
上
巻
所
載
。

16　

小
猿
動
閑
茶
杓　

銘
女
郎
花
（［
図
21
］）

　

陸
奥
仙
台
藩
主
伊
達
綱
村
の
茶
道
頭
、
小
猿
動
閑
（
二
代
清
水
道
閑
。

一
六
一
四

－

一
六
九
一
）
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
八
・
四
㌢
。
作
行
き
は

薄
く
、
蟻
腰
で
あ
る
。
櫂
先
は
丸
み
を
帯
び
て
お
お
ら
か
に
削
ら
れ
る
。
筒
は
正

面
部
分
に
竹
皮
を
残
す
も
、
総
体
に
は
真
削
り
で
あ
る
。
筒
墨
書
に
は
「
〆　

女

郎
花　

小
猿
」
と
あ
る
。
下
巻
所
載
。

17　

一
尾
伊
織
作
茶
杓　

銘
靍
首
（［
図
22
］）

　

江
戸
時
代
初
期
の
旗
本
、
一
尾
伊
織
（
一
五
九
九

－

一
六
八
九
）
に
よ
る
茶
杓

で
あ
る
。
全
長
一
八
・
四
㌢
。
染
み
竹
に
細
か
な
胡
麻
の
模
様
が
入
っ
た
竹
を
使

用
し
て
い
る
。
櫂
先
は
ほ
ぼ
直
角
に
撓
め
ら
れ
て
い
る
。
筒
は
真
削
り
で
あ
る
。

筒
墨
書
で
「
〆　

鶴
頸
」
と
あ
る
。
下
巻
所
載
。

18　

鷹
司
輔
信
公
茶
杓　

銘
都
喜
巳
（［
図
23
］）

　

鷹
司
輔
信（
一
六
八
〇

－

一
七
四
一
）に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
二
〇
・
五
㌢
。

節
無
し
の
ほ
ぼ
真
っ
直
ぐ
な
茶
杓
で
あ
る
。
櫂
先
の
た
め
は
急
で
あ
り
、
や
や
太

い
印
象
を
受
け
る
。
筒
は
真
削
り
で
〆
印
が
あ
り
、
墨
書
に
て
「
都
喜
巳
」（
つ

き
み
）
と
あ
る
。
上
巻
所
載
。

19　

近
衞
應
山
公
茶
杓　

銘
埋
火
（［
図
24
］）

　

應
山・近
衞
信
尋（
一
五
九
九

－

一
六
四
九
）に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。全
長
一
八・一
㌢
。

側
面
か
ら
み
る
と
真
っ
直
ぐ
な
茶
杓
で
あ
る
。
節
下
部
分
の
お
っ
と
り
は
竹
皮
が
剥

が
れ
、
見
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
雰
囲
気
と
し
て
は
遠
州
調
の
作
風
に
近
い
。
櫂

先
は
丸
く
撓
め
も
お
お
ら
か
で
あ
る
。
筒
に
は
墨
書
で
歌
銘
「
埋
火
の
し
た
は
こ
か

れ
し
と
き
よ
り
も
か
り
な
く
ま
ゝ
に
お
り
る
こ
ひ
し
き
」
と
あ
る
。
上
巻
所
載
。

20　

六
々
山
人
象
牙
茶
杓　

銘
丈
山
（［
図
25
］）

　

六
々
山
人
・
石
川
丈
山
（
一
五
八
三

－

一
六
七
二
）
に
よ
る
象
牙
茶
杓
で
あ
る
。

本
図
所
載
の
象
茶
杓
は
「
右
石
川
丈
山
好
筒
同
作
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
丈
山
の
好

み
に
よ
る
。
全
長
一
八
・
二
㌢
。
利
休
型
の
象
牙
茶
杓
と
比
較
し
て
み
る
と
櫂
先

が
太
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
筒
は
真
削
り
で
あ
る
。
筒
墨
書
に
は
丈
山
特
有
の

隷
書
体
で
「
象
牙
」
と
あ
る
。
下
巻
所
載
。
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21　

石
州
公
作
節
下
リ
茶
杓 

野
田
酔
翁
手
紙
狂
哥
入
（［
図
26
］）

　

石
州
流
の
祖
で
あ
る
片
桐
石
州
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
節
が
中
心
よ
り
下
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
作
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
全
長
一
八
・
一
㌢
。
染
み
竹

を
用
い
て
、
景
色
が
あ
る
茶
杓
で
あ
る
。
筒
に
は
墨
書
で
「
宮
織
部
様
上　

石
」

と
あ
る
。
な
お
、『
茶
杓
図
譜
』
の
記
述
で
は
野
田
酔
翁
の
消
息
が
付
属
す
る
と

さ
れ
る
。
上
巻
所
載
。

22　

片
桐
新
之
丞
作
茶
杓　

銘
春
霞
（［
図
27
］）

　

片
桐
新
之
丞
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
八
・
五
㌢
。
細
身
の
茶
杓
で
あ
る
。

節
上
部
分
に
竹
の
滲
み
た
部
分
が
あ
る
。
筒
は
竹
皮
を
残
し
た
草
削
り
で
あ
る
。

筒
正
面
の
墨
書
に
は
「
〆　

春
霞
」
と
の
み
あ
る
。
な
お
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

に
よ
れ
ば
片
桐
家
で
新
丞
と
名
乗
っ
た
の
は
片
桐
祐
賢
が
い
る
。
下
巻
所
載
。

23　

不
昧
公
茶
杓　

銘
陶
靖
節
（［
図
28
］）

　

出
雲
松
江
藩
第
七
代
藩
主
、
不
昧
・
松
平
治
郷
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長

一
八
・
四
㌢
。
総
体
に
華
奢
な
作
行
き
の
茶
杓
で
あ
る
。
櫂
先
は
ほ
か
の
不
昧
作

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
少
し
尖
っ
て
い
お
り
、
櫂
先
の
撓
め
も
急
で
あ
る
が
、
お
お

ら
か
さ
が
み
ら
れ
る
。
筒
は
櫂
先
の
寸
法
に
合
わ
せ
た
の
か
太
い
竹
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
筒
墨
書
に
は
「
〆　

陶
靖
節　
（
花
押
）」
と
あ
る
。
な
お
、
不
昧
に
よ

る
同
銘
の
茶
杓
は
一
件
確
認
さ
れ
る
。
陶
靖
節
は
陶
淵
明
の
こ
と
。
下
巻
所
載
。

24　

大
徳
寺
天
室
和
尚
茶
杓
共
筒
（［
図
29
］）

　

大
徳
寺
一
九
〇
世
、
天
室
宗
竺
（
一
六
〇
五

－

一
六
六
七
）
に
よ
る
茶
杓
で
あ

る
。
全
長
一
八
・
三
㌢
。
胡
麻
竹
を
用
い
て
い
る
。
筒
墨
書
に
は
「
〆　

宗
関
公

　

一
妙
子
」
と
あ
り
宗
関
・
片
桐
石
州
へ
の
贈
筒
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

一
妙
子
は
天
室
の
号
で
あ
る
。
下
巻
所
載
。

25　

怡
渓
和
尚
作
茶
杓　

 

箱
書
木
下
清
兵
衛
伊
豫
守
（［
図
30
］）

　

大
徳
寺
二
五
三
世
、
怡
渓
宗
悦
（
一
六
四
四

－

一
七
一
四
）
に
よ
る
茶
杓
で
あ

る
。
全
長
一
八
㌢
。
薄
作
で
あ
る
。
材
と
な
っ
た
も
と
も
と
の
竹
節
に
は
付
き
枝

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
枝
元
部
分
を
削
り
落
と
し
、
節
下
部
分
と
と
も
に
景
色

と
し
て
い
る
。
節
下
よ
り
竹
皮
が
剥
が
れ
て
い
る
。
筒
に
は
墨
書
で
「
清
兵
衛
殿

　

怡
渓
」と
あ
り
贈
筒
で
あ
る
。
〆
印
の
代
り
に
花
押
が
書
か
れ
る
。
上
巻
所
載
。

26　

清
巌
和
尚
作
茶
杓
（［
図
31
］）

　

大
徳
寺
一
七
〇
世
、
清
巌
宗
渭
（
一
五
八
八

－

一
六
六
二
）
に
よ
る
茶
杓
で
あ

る
。
全
長
一
九
・
五
㌢
。
茶
杓
は
太
い
印
象
を
受
け
る
が
側
面
か
ら
の
図
で
は
薄

作
で
あ
る
。筒
に
は
〆
印
は
な
く
、
墨
書
で「
霜
善
伽
観
夢
懐　
（
花
押
）」と
あ
る
。

筒
の
上
部
に
は
割
れ
た
部
分
の
補
強
の
た
め
か
紐
が
巻
か
れ
て
い
る
。上
巻
所
載
。

27　

江
雪
和
尚
作
茶
杓
（［
図
32
］）

　

大
徳
寺
一
八
一
世
、
江
雪
宗
立
（
一
五
九
五

－

一
六
六
六
）
に
よ
る
茶
杓
で
あ

る
。
全
長
一
八
・
一
㌢
。
染
み
竹
を
用
い
て
お
り
薄
作
で
あ
る
。
櫂
先
は
薄
く
削

ら
れ
る
。
筒
は
真
削
り
で
あ
る
。
筒
に
は
墨
書
に
て
〆
印
は
「
○
」、「
眼
着
夜
前

寸
七
来　

宗
立
（
花
押
）」
と
あ
る
。
上
巻
所
載
。

28　

龍
安
寺
僖
首
茶
杓
（［
図
33
］）

　

千
宗
旦
門
人
、
龍
安
寺
僖
首
座
（
一
六
一
六

－

一
六
九
六
）
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。

全
長
一
八・一
㌢
。
節
は
中
節
よ
り
も
上
部
に
あ
る
。
節
下
の
竹
皮
が
剥
が
れ
見
ど

こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
染
み
竹
を
用
い
、
部
分
的
な
染
み
が
控
え
め
な
印
象
を
与
え

る
。
櫂
先
は
ほ
ぼ
直
角
に
撓
め
ら
れ
て
い
る
。
筒
は
真
削
り
。
墨
書
に
て
「
龍
安
下

之
僖
首
座
（
花
押
）」
と
あ
る
。
僖
首
座
は
茶
杓
の
制
作
で
知
ら
れ
る
。
上
巻
所
載
。

29　

信
海
茶
杓
共
筒　

極
札
一
枚
（［
図
34
］）

　
『
茶
杓
図
譜
』
で
は
萩
坊
信
海
と
あ
る
が
、
豊
蔵
坊
信
海
の
誤
記
載
で
あ
ろ
う
。

豊
蔵
坊
信
海（
一
六
三
五

－

一
六
八
八
）に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
八
・
七
㌢
。

（
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口
家
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道
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薄
作
で
あ
る
。
図
譜
か
ら
櫂
先
は
二
段
撓
め
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
筒

は
草
削
り
で
あ
る
。
筒
墨
書
に
は
「
〆　

わ
く
ら
は　

信
海
」
と
あ
る
。
図
譜
の

記
述
で
は
極
札
が
付
属
す
る
。
下
巻
所
載
。

30 
江
月
和
尚
茶
杓　

銘
櫛
（［
図
35
］）

　

大
徳
寺
一
五
六
世
、
江
月
宗
玩
（
一
五
七
四

－

一
六
四
三
）
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。

全
長
一
八・八
㌢
。
景
色
に
富
ん
だ
茶
杓
で
あ
る
。
中
節
で
櫂
先
は
少
し
曲
が
あ
る
。

筒
は
真
削
り
。
筒
に
は
墨
書
で
〆
印
お
よ
び「
櫛
　々
（
花
押
）」と
あ
る
。
上
巻
所
載
。

31　

蓋
師
左
近
作
茶
杓　

銘
鶯
宿
梅
（［
図
36
］）

　

挽
物
師
戸
澤
左
近
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
七・三
㌢
。
材
は
梅
の
木
で
あ
ろ

う
。本
作
の
形
状
は
茶
箱
用
な
ど
に
組
ま
れ
る
芋
茶
杓
で
あ
る
。筒
は
真
削
り
で
あ
る
。

筒
墨
書
に
は
「
㊞　

鶯
宿
梅
妹
茶
杓　

御
蓋
師　

左
近
印
」
と
あ
る
。
下
巻
所
載
。

32 

半
々
庵
茶
杓　

銘
埋
火
（［
図
37
］）

　

半
々
庵
・
伊
佐
幸
琢
（
初
代
。
一
六
八
四

－
一
七
四
五
）
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。

全
長
一
七
・
七
㌢
。
薄
作
で
あ
る
。
筒
正
面
は
面
取
り
さ
れ
「
埋
火　

半
々
庵
」

と
あ
り
筒
四
方
に
は
「
あ
ら
む
れ
に
た
る
う
つ
み
火
の
板
ま
よ
り
袖
た
し
ら
な
し

山
お
ろ
し
に
」
の
歌
が
あ
る
。
下
巻
所
載
。

33 

半
々
庵
茶
杓
（［
図
38
］、［
図
39
］）

　

半
々
庵
の
茶
杓
は
先
の
「
埋
火
」
茶
杓
の
他
に
二
件
が
所
載
さ
れ
る
。『
新
発

田
御
道
具
帳
』
に
所
載
の
半
々
庵
作
茶
杓
は
二
件
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
と
考
え
ら

れ
る
た
め
画
像
を
紹
介
す
る
。
前
者
は
全
長
一
七
・
三
㌢
。
細
見
で
華
奢
な
作
で

あ
る
。
後
者
は
全
長
一
八
・
二
㌢
。
太
作
で
櫂
先
の
撓
め
は
お
お
ら
か
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
無
銘
で
あ
る
。

34 

宗
中
作
茶
杓　

銘
雛
靍
（［
図
40
］）

　

小
堀
宗
中
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
七
・
五
㌢
。
薄
作
で
あ
る
。
節
上
は

黒
味
が
か
っ
て
お
り
白
い
斑
点
が
あ
る
。
節
下
は
わ
ず
か
な
曲
が
あ
る
。
筒
墨
書

は
「
〆　

ひ
な
鶴　

宗
中
」
と
あ
る
。
下
巻
所
載
。

35　

宗
中
作
茶
杓　

銘
み
つ
か
き
（［
図
41
］）

　

小
堀
宗
中
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。全
長
一
七
・
八
㌢
。薄
作
で
あ
る
。茶
杓
全
体
、

中
央
あ
た
り
を
境
に
片
身
替
り
と
な
っ
て
い
る
。
筒
正
面
の
墨
書
に
は
「
〆　

み

つ
か
き　

宗
中
」
と
あ
り
、
背
面
に
は
伊
勢
物
語
一
七
〇
番
の
住
吉
行
幸
を
出
典

と
し
て
歌
名
で
あ
る
「
む
つ
ま
し
と
君
は
し
ら
な
み
み
つ
か
き
の
ひ
さ
し
世
よ
り

祝
ひ
そ
め
て
き
」
と
あ
る
。
下
巻
所
載
。

36　

小
堀
三
作
十
二
ヶ
月
茶
杓　

箱
書
宗
本
篷
露
（［
図
42
］
〜
［
図
54
］）

　

小
堀
宗
本
、
篷
露
兄
弟
に
よ
る
一
二
ヶ
月
お
よ
び
、
父
・
宗
中
に
よ
る
閏
月
の

茶
杓
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
『
一
二
月
茶
杓
』
が
所
蔵

さ
れ
る
。
本
書
は
小
堀
兄
弟
に
よ
る
茶
杓
一
二
ヶ
月
と
小
堀
宗
中
に
よ
る
閏
月
茶

杓
の
合
計
一
三
本
が
図
入
り
で
紹
介
さ
れ
る
。
そ
の
性
格
は
先
に
み
た
『
茶
杓
図

譜
』と
同
様
に
画
は
林
勝
鱗
、
筒
墨
書
な
ど
の
筆
写
は
直
諒
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

同
家
所
蔵
の
茶
杓
を
書
写
し
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
一
二
ヶ
月
は
す
べ
て
歌

銘
で
あ
る
が
宗
中
に
よ
る
茶
杓
の
み
銘
「
閏
」
で
あ
る
。
な
お
歌
銘
の
出
典
は
藤

原
定
家
（
一
一
六
二

－

一
二
四
一
）
に
よ
る
自
撰
歌
集
『
拾
遺
愚
草
』
中
の
「
後

仁
和
寺
宮
花
鳥
」
に
あ
る
花
鳥
各
一
二
首
で
あ
る
。
正
月
か
ら
七
月
、
九
月
、
十

月
、
一
二
月
は
花
、
八
月
、
一
一
月
は
鳥
を
そ
れ
ぞ
れ
出
典
と
し
て
い
る
。

・
歌
銘
「
正
月
」（［
図
42
］）

　
�　

小
堀
宗
本
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
七
・
八
㌢
。
節
上
か
ら
櫂
先
に
か

け
て
二
条
の
筋
が
あ
り
、
櫂
先
は
尖
り
を
み
せ
る
。
筒
墨
書
に
は
「
正
月　

打

ち
な
ひ
き
春
く
る
風
の
色
な
れ
や
日
を
へ
て
染
む
る
青
柳
之
糸　

宗
本
造
之
」

と
あ
る
。
定
家
に
よ
る
歌
で
は
柳
に
因
む
。

（
95
）



文
化
情
報
学　

九
巻
二
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
）

一
九

・
歌
銘
「
二
月
」（［
図
43
］）

　
�　

小
堀
宗
本
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
七
・
八
㌢
。
櫂
先
は
尖
り
を
み
せ

る
。
筒
墨
書
に
は
「
二
月　

か
さ
し
を
る
道
行
人
の
た
も
と
ま
で
さ
く
ら
に
に

ほ
二きさ
ら
ぎ月の
そ
ら　

宗
本
」
と
あ
る
。
定
家
に
よ
る
歌
で
は
桜
に
因
む
。

・
歌
銘
「
三
月
」（［
図
44
］）

　

�　

小
堀
篷
露
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
八
・
五
㌢
。
染
み
竹
に
胡
麻
が
あ

る
竹
を
用
い
た
茶
杓
で
あ
る
。
筒
墨
書
に
は
「
三
月　

ゆ
く
春
の
か
た
み
と
や

さ
く
藤
の
花
そ
を
だ
に
の
ち
の
色
の
ゆ
か
り
に　

篷
露
」
と
あ
る
。
定
家
に
よ

る
歌
で
は
藤
に
因
む
。

・
歌
銘
「
四
月
」（［
図
45
］）

　

�　

小
堀
篷
露
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
八
・
五
㌢
。
胡
麻
竹
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
筒
墨
書
に
は
「
四
月　

白
妙
の
衣
ほ
す
て
ふ
夏
の
き
て
か
き
ね
も
た

わ
に
さ
け
る
卯
花　

篷
露
」
と
あ
る
。
定
家
に
よ
る
歌
で
は
卯
花
に
因
む
。

・
歌
銘
「
五
月
」（［
図
46
］）

　

�　

小
堀
宗
本
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
八
㌢
。
節
上
か
ら
櫂
先
に
か
け
て

少
し
胡
麻
が
あ
る
。
筒
墨
書
に
は
「
五
月　

郭
ほ
と
と
ぎ
す
公
鳴
や
五
月
の
宿
か
ほ
に
必
に

ほ
ふ
の
き
の
た
ち
花　

宗
本
」
と
あ
る
。
定
家
に
よ
る
歌
で
は
廬
橘
（
花
橘
の

別
称
）
に
因
む
。

・
歌
銘
「
六
月
」（［
図
47
］）

　

�　

小
堀
宗
本
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
七
・
五
㌢
。
節
上
に
虫
食
い
が
一

カ
所
あ
る
。
筒
墨
書
に
は
「
六
月　

お
ほ
か
た
の
日
か
け
に
い
と
ふ
六みな
ず
き月の
空

さ
へ
を
し
き
と
こ
な
つ
の
は
な　

宗
本
」
と
あ
る
。
定
家
に
よ
る
歌
で
は
常
夏

（
撫
子
の
別
称
）
に
因
む
。

・
歌
銘
「
七
月
」（［
図
48
］）

　

�　

小
堀
篷
露
の
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
八・
五
㌢
。
櫂
先
は
尖
り
を
み
せ
、
胡
麻

竹
が
用
い
ら
れ
る
。
筒
は
曲
が
っ
て
お
り
、
自
然
の
形
状
を
生
か
し
た
も
の
で
あ

る
。
筒
墨
書
に
は
「
七
月　

秋
な
ら
で
た
れ
も
あ
ひ
み
ぬ
女
郎
花
ち
き
り
や
お

き
し
ほ
し
あ
い
の
空　

篷
露
」
と
あ
る
。
定
家
に
よ
る
歌
で
は
女
郎
花
に
因
む
。

・
歌
銘
「
八
月
」（［
図
49
］）

　

�　

小
堀
篷
露
の
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
八・
五
㌢
。
櫂
先
の
撓
め
は
急
で
あ
る
。

節
上
が
削
ら
れ
て
お
り
、
材
と
な
っ
た
竹
に
は
も
と
も
と
付
き
枝
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
筒
も
少
し
曲
が
り
を
み
せ
る
。
筒
墨
書
に
は
「
八
月　

詠な
が
めつ
つ
秋
の

半
も
す
き
の
戸
に
ま
つ
ほ
と
し
る
き
初
鴈
の
聲　

篷
露
」
と
あ
る
。
定
家
に
よ
る

歌
で
は
初
鴈
に
因
む
。

・
歌
銘
「
九
月
」（［
図
50
］）

　

�　

小
堀
宗
本
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
八
㌢
。
筒
に
は
「
九
月　

花
薄
草

の
た
も
と
の
露
け
さ
を
す
て
て
暮
れ
ゆ
く
秋
の
つ
れ
な
さ　

宗
本
」
と
あ
る
。

定
家
に
よ
る
歌
で
は
薄
に
因
む
。

・
歌
銘
「
十
月
」（［
図
51
］）

　

�　

小
堀
宗
本
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
七
・
六
㌢
。
筒
墨
書
に
は
「
十
月  

神
無
月
霜
夜
の
菊
の
に
ほ
は
す
は
秋
の
か
た
み
に
な
に
を
お
か
ま
し　

宗
本
」

と
あ
る
。
定
家
に
よ
る
歌
で
は
残
菊
に
因
む
。

・
歌
銘
「
十
一
月
」（［
図
52
］）

　
�　

小
堀
篷
露
の
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
七
・
七
㌢
。
筒
は
少
し
曲
が
り
を
み
せ
る
。

筒
墨
書
に
は
「
十
一
月　

ち
と
り
な
く
か
も
の
川
瀬
の
よ
ハ
の
月
ひ
と
つ
に
み

か
く
山
あ
ひ
の
袖　

篷
露
」
と
あ
る
。
定
家
に
よ
る
歌
で
は
千
鳥
に
因
む
。

・
歌
銘
「
十
二
月
」（［
図
53
］）

　

�　

小
堀
篷
露
の
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
八
・
五
㌢
。
筒
墨
書
に
は
「
十
二
月  

（
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い
ろ
う
つ
む
か
き
ね
の
雪
の
比
な
が
ら
年
の
こ
な
た
に
匂
ふ
梅
か
え　

篷
露
造

之
」
と
あ
る
。
定
家
に
よ
る
歌
で
は
早
梅
に
因
む
。

・
小
堀
宗
中
作
「
閏
」（［
図
54
］）

　

�　

小
堀
宗
中
の
茶
杓
で
あ
る
。
全
長
一
八
㌢
。
筒
墨
書
に
「
閏
」
と
あ
る
。
節

よ
り
上
部
に
胡
麻
が
見
ら
れ
、
胡
麻
竹
を
用
い
た
茶
杓
で
あ
る
。
筒
も
同
種
の

竹
を
用
い
、
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。『
茶
杓
一
二
ヶ
月　

全
』
に
は
宗
本
お
よ

び
篷
露
に
よ
る
一
二
ヶ
月
の
茶
杓
の
ほ
か
、
小
堀
宗
中
に
よ
る
銘
「
閏
月
」
の

茶
杓
も
所
載
さ
れ
る
。
以
上
宗
中
、
宗
本
、
篷
露
の
三
人
に
よ
る
茶
杓
か
ら「
小

堀
三
作
」
と
し
て
所
載
さ
れ
る
。

37　

篷
雪
作
茶
杓　

歌
銘
山
の
端
（［
図
55
］）

　

篷
雪
・
小
堀
権
十
郎
（
一
六
二
五

－

一
六
九
四
）
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全
長

は
一
八
・
六
㌢
。
節
上
よ
り
薄
作
で
あ
る
。
櫂
先
の
撓
は
、
竹
を
曲
げ
る
と
き
に

弱
い
火
を
時
間
を
掛
け
て
集
め
、
一
気
呵
成
に
曲
げ
た
の
で
あ
ろ
う
、
鋭
い
曲
が

り
を
み
せ
る
。
筒
墨
書
は
同
人
に
よ
り
歌
銘
「
山
の
端
」
が
あ
る
。
上
巻
所
載
。

38　

半
求
庵
茶
杓　

銘
腰
み
の
（［
図
56
］）

　

新
発
田
藩
茶
道
で
あ
っ
た
半
求
庵
宗
求
・
阿
部
休
巴
に
よ
る
茶
杓
で
あ
る
。
全

長
一
八
・
五
㌢
。
茶
杓
は
や
や
厚
く
削
ら
れ
る
。
茶
杓
の
景
色
は
上
部
に
白
竹
が

よ
く
で
て
い
る
が
下
部
は
染
み
が
あ
る
。
筒
墨
書
は
正
面
に
「
腰
蓑　

行
年
卒

八
翁　

半
庵
宗
求
（
花
押
）」、
背
面
に
は
「
や
ふ
れ
筒　

為
国
用
作
之
置
」
と
あ

る
。
や
ぶ
れ
筒
と
は
、
筒
正
面
に
あ
る
署
名
下
の
虫
食
い
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
下
巻
所
載
。

　

以
上
、『
新
発
田
御
道
具
帳
』
と
合
致
す
る
茶
杓
で
は
現
存
す
る
「
式
部
卿
様

ま
い
る
」（
北
村
美
術
館
蔵
）
を
は
じ
め
、『
茶
杓
図
譜
』、『
一
二
月
茶
杓
』
か
ら

五
四
件
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
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［図１］
溝口直諒作共筒

［図２］
溝口直諒作共筒

［図３］
千利休作千宗旦筒

［図４］
千利休直し片桐石州筒

［図５］小堀遠州作共筒　銘「一つ松」
［図６］同袋
［図７］箱墨書

［図８］
小堀遠州作共筒
銘「山の井」

［図９］
小堀遠州作共筒　
銘「森川小左様」

［図10］小堀遠州作共筒　
	 銘「雲谷庵主等さま」
［図11］『茶杓図譜』での記述

［図12］
古田織部作共筒
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［図13］
佐久間将監實勝作共筒

［図14］
松浦鎮信作共筒　
銘「清風」

［図15］
桑山左近作共筒
銘「山の井」

［図16］
細川三斎作共筒
銘「わしかは」

［図17］
宇喜多秀家作共筒
銘「浮雲」

［図18］
本阿弥空中作共筒
銘「遠山」

［図19］
佐川田昌俊作共筒
銘「都鳥」

［図20］
野田酔翁作共筒
銘「源七」

［図21］
小猿道閑作共筒
銘「女郎花」

［図22］
一尾伊織作共筒
銘「鶴首」

［図23］
鷹司輔信作共筒
銘「つきみ」

［図24］
近衛信尋作共筒
銘「埋火」
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二
三

                   　
　

     

       

［図25］
石川丈山作共筒
銘「丈山」

［図26］
片桐石州作共筒
銘「宮織部様上」

［図27］
片桐新之承作共筒
銘「春霞」

［図28］
松平不昧作共筒
銘「陶靖節」

［図29］
天室宗竺作共筒

［図30］
怡渓宗悦作共筒
銘「清兵衛殿」

［図31］
清巌宗渭作共筒
銘「霜善伽観夢懐」

［図32］
江雪宗立作共筒

銘「眠着夜前寸七来」

［図33］
龍安寺喜首座作共筒
銘「山の井」

［図34］
豊蔵坊信海作共筒
銘「わくらは」

［図35］
江月宗玩作共筒
銘「櫛々」

［図36］
戸澤左近作共筒
銘「鶯宿梅」
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［図37］
伊佐幸琢作共筒
歌銘「埋火」

［図38］
伊佐幸琢作共筒

［図39］
伊佐幸琢作共筒

［図40］
小堀宗中作共筒
銘「ひな鶴」

［図41］
小堀宗中作共筒
銘「みつかき」

［図42］
小堀宗本作共筒
歌銘「正月」

［図43］
小堀宗本作共筒
歌銘「二月」

［図44］
小堀篷露作共筒
歌銘「三月」

［図45］
小堀篷露作共筒
歌銘「四月」

［図46］
小堀宗本作共筒
歌銘「五月」

［図47］
小堀宗本作共筒
歌銘「六月」

［図48］
小堀篷露作共筒
歌銘「七月」
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［図49］
小堀篷露作共筒
歌銘「八月」

［図50］
小堀宗本作共筒
歌銘「九月」

［図51］
小堀宗本作共筒
歌銘「十月」

［図52］
小堀篷露作共筒
歌銘「十一月」

［図53］
小堀篷露作共筒
歌銘「十二月」

［図54］
小堀宗中作共筒
銘「閏」

［図55］
小堀篷雪作共筒
歌銘「山の端」

［図56］
阿部休巴作共筒
銘「腰みの」
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三
　
考
察
　
溝
口
家
の
茶
道
具
収
集

　

本
稿
で
は
、
溝
口
家
が
新
発
田
に
お
い
て
所
蔵
し
た
茶
の
湯
に
関
係
す
る
道
具
の

う
ち
、
現
存
す
る
も
の
お
よ
び
文
献
上
で
合
致
す
る
も
の
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
先
に
紹
介
し
た
器
物
以
外
に
も
、『
新
発
田
御
道
具
帳
』
は
溝
口
家
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
彩
る
器
物
も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
「
御
釜
之
部
」
に
は
以
下
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

　
　
　

乾
坤
入

　
　

一　

太
閤
より
拝
領
之
御
釜

　

こ
の
釜
は
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
新
発
田
藩
初
代
藩
主
・
溝
口
秀
勝
（
一
五
四
八

－

一
六
一
〇
）
が
拝
領
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秀
勝
と
秀
吉
を
巡
っ
て
は
、
秀
吉
没
後

に
所
用
の
刀
装
を
譲
り
受
け
、
そ
の
拵
は
「
朱
塗
金
蛭
巻
大
小
」（
東
京
国
立
博
物

館
蔵
）
と
し
て
現
存
す
る
。
釜
や
拵
を
含
め
豊
臣
家
か
ら
の
譲
渡
を
巡
る
両
者
の
交

渉
が
興
味
深
い
。

　

ほ
か
に
は
、
溝
口
家
の
所
蔵
品
中
、
茶
入
「
大
概
」
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

『
新
発
田
御
道
具
帳
』で
は
茶
入「
大
概
」に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

但
御
名
物
蛍
胴
高
同
品
名
物
御
座
候
、
御
分
置
被
為
在
り
箱
之
御
茶
入
之
處

　
　

御
蓋
召
て
数
子
入
申
候
、
尤
宗
甫
真
跡
に
て
生
子
手
の
本
歌
御
座
候
右
宗
中

　
　

鑑
定
同
人
真
筆
之
被
申
俄
作
之
置

　

記
述
に
よ
れ
ば
先
述
の
「
溝
口
胴
高
」、「
蛍
」
と
と
も
に
「
大
概
」
も
溝
口
家
に

お
い
て
は
主
要
な
茶
入
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
こ
の
茶
入
が
海
鼠
手
の
本
歌
で
あ
り
、

小
堀
宗
中
の
鑑
定
も
な
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
海
鼠
手
と
は
瀬
戸
茶
入
の
窯

分
け
名
の
一
つ
で
金
華
山
窯
に
属
し
海
鼠
状
の
釉
が
あ
る
。

　

現
在
、
海
鼠
手
本
歌
は
「
三
輪
山
」（
住
友
家
旧
蔵
、
現
在
の
所
在
は
不
明
）
で

あ
る
が
、
そ
も
そ
も
の
本
歌
は
溝
口
家
が
旧
蔵
し
た
「
大
概
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
茶
入
の
分
類
中
「
大
概
手
」
と
呼
ぶ
窯
分
け
が
あ
る
が
「
美
作
ゆ
え
大
概

の
人
に
好
ま
れ
る
と
い
う
の
で
大
概
手
と
遠
州
が
戯
れ
に
い
っ
た
」（『
草
人
木
書

苑
（
（（
（

』）と
さ
れ
、
溝
口
家
の
所
蔵
し
た
茶
入
「
大
概
」
は
大
概
手
の
本
歌
と
目
さ
れ
る
。

な
お
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
「
大
概
」
茶
入
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。

　

こ
の
茶
入
は
先
述
し
た
「
溝
口
胴
高
」
や
「
蛍
」、「
閑
極
法
雲
・
東
澗
道
洵
両
筆

墨
蹟
」
と
と
も
に
小
堀
家
か
ら
縣
宗
知
を
経
て
四
代
藩
主
・
重
雄
に
よ
っ
て
入
手
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
茶
入
や
掛
物
は
、
家
祖
伝
来
の
長
持
で
あ
る
乾
坤
入
之
部
に
お
い

て
収
納
さ
れ
た
。
重
雄
は
悠
山
と
号
し
て
、
石
州
流
の
怡
渓
宗
悦
に
茶
を
学
ん
だ
。

先
の
小
堀
家
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
器
物
に
は
柳
営
御
庭
方
の
縣
宗
知
も
関
係
し
て
い
た

が
、
重
雄
と
宗
知
を
巡
っ
て
は
五
十
公
野
御
茶
屋
（
新
発
田
市
）
の
作
庭
に
も
関
与

し
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
溝
口
家
に
は
小
堀
家
の
道
具
が
入
手
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
溝
口
家
で
は
石

州
流
の
茶
の
湯
を
嗜
ん
だ

が
、
中
で
も
十
代
藩
主
・
直

諒
は
特
に
茶
の
湯
を
好
み

翠
濤
と
号
し
た
。
ま
た
直
諒

は
隠
居
後
、
退
翁
と
も
号
し

て
茶
の
湯
を
楽
し
ん
だ
。
そ

の
交
遊
は
小
堀
宗
中
、
芳
村

観
阿
、
古
筆
了
伴
な
ど
が
あ

る
。
蔵
帳
中
、
宗
中
や
観
阿

（
号
は
白
酔
庵
）
な
ど
の
箱

図24　「御本兎耳香炉」
	 （『一木庵高橋家御所蔵品入札』所載）
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書
や
、
了
伴
に
よ
る
極
が
多
い
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
先
の
『
文
化
情
報
学
』
で

も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
大
燈
国
師
墨
蹟
「
日
山
之
賦
」（
個
人
蔵
）
は
古
筆
了

伴
が
所
持
し
た
が
、
観
阿
の
仲
介
を
経
て
直
諒
が
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　

直
諒
と
観
阿
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
御
本
兎
耳
香
炉
」（『
一
木
庵
高
橋
家
所
蔵
品

入
札
目
録
』
所
載
。
図
25
）
の
箱
書
に
も
み
ら
れ
る
。
箱
書
に
は
以
下
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
（（
（

。

　
　

翠
濤
尊
君
草
盧
に
初
め
て
御
入
り
の
節
、
床
に
飾
り
置
き
候
を
御
所
望
に
て

　
　

進
献
す　

天
保
十
年
亥
中
春
七
十
五
翁
白
酔
庵
観
阿

　

記
述
か
ら
、
直
諒
は
観
阿
が
浅
草
に
営
ん
だ
草
庵
で
あ
る
白
酔
庵
に
招
か
れ
た
と

き
、
床
の
間
に
飾
っ
て
あ
っ
た
香
炉
を
所
望
し
、
観
阿
が
献
じ
た
内
容
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
直
諒
を
中
心
と
し
て
観
阿
ら
と
は
茶
の
湯
を
通
じ
た
重
層
的
な
交
流

が
あ
り
、
直
諒
が
購
入
ま
た
は
所
蔵
し
た
道
具
に
は
多
く
の
鑑
識
眼
を
経
て
き
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
古
筆
了
伴
、
小
堀
宗
中
な
ど
当
時
優
れ
た
鑑
識

眼
を
も
っ
た
人
物
と
の
交
渉
か
ら
、
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

溝
口
家
の
所
蔵
品
に
は
、
収
納
す
る
箱
に
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印
（
図

26
）
が
貼
ら
れ
る
。
蔵
印
に
あ
る
碧
雲
山
房
と
は
、
溝
口
直
諒
の
書
屋
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
居
室
は
佐
々
木
（『
建
築
工
芸
叢
誌
』
一
九
一
三
年
）
に
よ

れ
ば
「
溝
口
家
の
以
前
の
屋
敷
に
大
き
な
悟
桐
が
あ
っ
て
そ
れ
が
碧
葉
を
雲
間
に
張

ら
し
て
い
て
、
そ
の
悟
桐
を
望
む
に
適
し
た
一
の
座
敷
が
あ
っ
た
こ
と
こ
ろ
か
ら
、

そ
の
座
敷
に
斯
く
名
付
け
て
額
を
掲
げ
た
」
と
あ
り
、
江
戸
屋
敷
に
お
け
る
居
室
で

あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
十
代
藩
主
溝
口
直
諒
自
筆
に
よ
る
『
名
物
重
宝
説
』
が
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
る
（
（（
（

。
本
書
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

乾
坤
長
持
入
之
道
具
名
物
ニ
し
て
家
宝
と
す
る
品
也
尤
と
も
実
の
名
物

　
　

と
右
に
準
す
る
品
あ
り
共
に
み
だ
り
に
用
う
べ
か
ら
ず

　
　
　
（
中
略
）

　

以
上
の
記
述
か
ら
、
乾
坤
入
之
部
の
長
持
に
あ
る
道
具
は
家
祖
伝
来
の
家
宝
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
道
具
を
み
だ
り
に
用
い
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。

	

図26　�「碧雲山房蓄蔵物品」の蔵印
	 画像は茶入「溝口胴高」の箱側面
	 （個人蔵、撮影筆者）

図27　「乾」の蔵札
	 �画像は瀬戸茶入
	 「大瀬戸茶入」の箱甲
	 （『大正名器鑑』所載）

図28　「秘」の蔵札
	 �長方形の紙に「秘」の蔵印がみられる。

『新発田御道具帳』にある御秘蔵の分
類は、茶道具においてこのような貼札
があったものと考えられる。画像は「呉
須鳥宝珠香合」（個人蔵）の箱側面

	 （�『和美の会　二〇〇六　東美アート
フェアー秋別冊』より転載）
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先
に
紹
介
し
た
蔵
印
の
ほ
か
に
は
方
形
の
紙
に
「
乾
」
ま
た
は
「
坤
」
の
一
文
字

が
墨
書
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
（
図
27
）。
こ
れ
ら
が
乾
坤
入
之
部
の
長
持
に
保
管
さ

れ
た
物
品
で
あ
り
、
家
祖
伝
来
の
器
物
に
つ
い
て
付
与
さ
れ
た
蔵
印
で
あ
る
。ま
た
、

蔵
帳
中
、「
御
秘
蔵
」
と
い
う
表
記
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
表
記
は
溝
口
直
諒
に
よ
る

収
集
品
中
、
重
宝
し
た
作
品
に
付
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
掛
物
で
は

大
燈
国
師
墨
蹟
「
日
山
之
賦
」
に
付
属
す
る
紙
札
が
あ
っ
た
。
先
の
『
文
化
情
報
学
』

で
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
同
墨
蹟
に
付
属
す
る
溝
口
直
諒
に
よ
る
入
日
記
の
記
述

で
は

　
　

弘
化
二
乙
巳
年
数
寄
屋
ひ
ら
き
に
口
切
茶
會
あ
り
其
節
は
し
め
て
此
か　

　
　

け
も
の
を
用
へ
る

と
あ
り
、
直
諒
に
よ
り
入
手
し
た
器
物
中
、
自
身
が
名
物
と
し
た
器
物
に
つ
い
て
の

蔵
札
で
あ
っ
た
。
茶
道
具
に
お
け
る
秘
蔵
の
分
類
は（
図
28
）の
よ
う
な
貼
札
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
溝
口
家
が
所
蔵
し
た
茶
杓
に
つ
い
て
『
茶
杓
図
譜
』、『
一
二
月
茶
杓
』

か
ら
蔵
帳
と
合
致
す
る
茶
杓
を
紹
介
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
小
堀
篷
雪
作
共
筒
茶

杓「
若
草
」（
個
人
蔵
、
図
29
）の
存
在
を
確
認
し
た
。
茶
杓
は
全
長
一
八
㌢
。
蟻
腰
で
、

樋
は
深
く
薄
作
で
あ
り
景
色
の
あ
る
竹
を
用
い
て
お
り
節
が
残
さ
れ
て
い
る
。
筒
に

は
墨
書
で
後
鳥
羽
院
宮
内
卿
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
る
歌
銘
「
若
草　

う
す
く
さ
き

野
辺
の
緑
の
わ
か
草
に
あ
と
ま
て
見
ゆ
る
ゆ
き
の
む
ら
き
へ
」
と
あ
る
（
（（
（

。
収
納
す
る

箱
甲
に
は
小
堀
宗
中
に
よ
る
墨
書
に
よ
り
「
篷
雪
茶
杓　

共
筒　

若
草
歌
銘
」
と
あ

り
、
側
面
に
は
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印
が
あ
る
。
茶
杓
に
付
属
す
る
極（
筆

者
不
明
）
を
収
納
す
る
箱
に
も
蔵
印
が
あ
る
（
（（
（

。
以
上
の
点
か
ら
「
若
草
」
茶
杓
は
溝

口
家
の
旧
蔵
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
新
発
田
御
道
具
帳
』

お
よ
び
『
茶
杓
図
譜
』
に
は
「
若
草
」
茶
杓
は
所
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
溝
口
家
の
所
蔵
し
た
茶
杓
を
は
じ
め
と
す
る
茶
道
具
は
蔵
帳
所
載
以
外
に
も
存

在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。

　

今
回
は
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
に
注
目
し
た
が
、
蔵
帳
所
載
の
道
具
は
直
諒
が
当

時
江
戸
藩
邸
内
で
催
さ
れ
た
茶
会
で
使
用
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
家
祖
伝
来
の
器
物
を

保
管
し
た
長
持
「
乾
坤
入
之
」、
直
諒
に
よ
る
収
集
品
中
、
特
に
重
宝
し
た
器
物
を

保
管
し
た
長
持
「
御
秘
蔵
」
な
ど
の
分
類
が
あ
っ
た
。
ま
た
溝
口
家
が
石
州
流
の
茶

の
湯
を
嗜
ん
だ
点
か
ら
石
州
関
係
お
よ
び
流
派
に
関
係
す
る
道
具
を
多
く
所
蔵
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
別
項
で
紹
介
す
る
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
の
翻
刻
を

み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
収
集
品
の
う
ち
直
諒
の
正
室
で
あ
っ
た
歌
姫

（
見
明
院
）
の
所
持
品
も
存
在
し
た
。
ま
た
、
直
諒
に
よ
る
好
み
道
具
も
所
載
す
る
。

た
と
え
ば
「
不
識
錦
楓
中
次
」
が
あ
る
。
こ
の
中
次
は
海
晏
寺
に
北
條
氏
手
植
の
楓

を
材
と
し
て
制
作
さ
れ
た
中
次
で
あ
る
。
な
お
、『
定
本
石
州
流
』
第
四
巻
（
光
村

推
古
院
・
一
九
八
五
年
）
に
は
海
晏
寺
の
北
條
氏
手
植
の
楓
が
枯
れ
た
た
め
直
諒
に

図29の右）小堀篷雪作共筒茶杓「若草」（個人蔵）
　　　　左）箱甲および側面（いずれも撮影筆者）

（
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九
巻
二
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
）

二
九

よ
り
作
ら
れ
た
十
五
の
内
の
中
次
が
所
載
し
て
お
り
連
作
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
溝
口
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
四
代
重
雄
と
十
代
直
諒
を
中
心
に
し

て
、
藩
主
を
取
り
巻
く
人
物
の
関
係
も
大
き
く
あ
っ
て
蒐
集
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

四
　
む
す
び

　

以
上
か
ら
本
稿
の
要
旨
は
以
下
と
な
る
。

・�

溝
口
家
が
所
蔵
し
た
茶
道
具
の
う
ち
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
の
翻
刻
を
お
こ
な
い

茶
碗
、
茶
入
、
茶
杓
、
棗
、
茶
巾
盥
、
水
指
、
建
水
、
釜
、
御
炭
斗
、
水
次
、
灰

器
、
茶
箱
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・�

本
稿
で
は
溝
口
家
旧
蔵
品
の
道
具
中
、
茶
入
六
件
（
う
ち
一
件
は
記
述
の
み
）、

茶
碗
六
件
、
茶
器
二
件
（
う
ち
一
件
は
記
述
の
み
）、
建
水
一
件
、
炭
斗
一
件
、

水
指
二
件
（
う
ち
一
件
は
記
述
の
み
）、
茶
杓
五
五
件
（
う
ち
一
件
は
蔵
帳
所
載

外
）、
香
炉
一
件
の
計
七
五
件
を
紹
介
し
た
。

・�

現
存
す
る
器
物
の
う
ち
古
瀬
戸
茶
入
「
溝
口
胴
高
」（
個
人
蔵
）
の
現
存
を
確
認

し
た
。
同
茶
入
に
附
属
す
る
添
状
中
、
縣
宗
知
「
証
文
」（
図
12
）
は
、『
大
正
名

器
鑑
』
に
お
い
て
薩
摩
甫
十
茶
入
「
玉
水
」（
個
人
蔵
）の
添
状
と
さ
れ
て
き
た
が
、

「
溝
口
胴
高
」
の
添
状
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

・�

現
存
す
る
茶
杓
の
う
ち
「
若
草
」（
個
人
蔵
）
は
蔵
帳
お
よ
び
図
譜
で
の
所
載
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
点
を
考
え
る
と
、
蔵
帳
所
載
以
外
の
茶
杓
な
ど
の
道
具
も
存

在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

・�

溝
口
家
の
主
要
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
四
代
藩
主
・
重
雄
お
よ
び
十
代
藩
主
・
直
諒

の
時
代
に
蒐
集
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
彼
ら
が
茶
の
湯
文
化
に
関
係
し
、
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
蒐
集
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
な
る
。

　

な
お
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
溝
口
家
の
売
立
は
文
献
上

で
し
か
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
目
録
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
新
発
田
藩
溝
口
家
は

維
新
後
に
伯
爵
に
叙
さ
れ
た
家
柄
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
調
査
の
過
程
か
ら
、
子

爵
溝
口
家
が
存
在
し
た
（
（（
（

。
子
爵
溝
口
家
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）
に
売
立
を

行
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
今
回
の
調
査
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
る

茶
道
具
の
追
跡
調
査
と
、
蔵
帳
所
載
の
道
具
が
用
い
ら
れ
た
溝
口
家
の
茶
会
に
つ
い

て
の
総
合
的
な
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
『
茶
杓

図
譜
』
に
所
載
の
茶
杓
や
、
蔵
帳
所
載
以
外
の
茶
杓
「
若
草
」
を
は
じ
め
と
す
る
茶

道
具
の
更
な
る
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
溝
口
虎
彦
氏
（
福
岡
東
洋
陶
磁
美
術
館

館
長
）
の
教
示
に
よ
れ
ば
同
館
に
は
溝
口
家
伝
来
品
が
所
蔵
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
近
代
で
は
溝
口
久
美
子
が
大
倉
喜
七
郎
に
嫁
い
で
お
り
、
大
倉
集
古

館
に
も
溝
口
家
か
ら
の
持
参
品
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
も
実
施
し
て
い
き
た

い
。
溝
口
家
の
蔵
帳
に
つ
い
て
は
残
る
二
冊
（『
七
間
之
土
蔵
御
道
具
帳
』、『
江
戸

御
道
具
帳
』）
が
あ
り
、
包
括
的
な
調
査
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

謝
辞

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
調
査
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
の
ご
所
蔵
家
各

位
、
北
村
美
術
館
館
長　

木
下
收
氏
、
福
岡
東
洋
陶
磁
美
術
館
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溝
口
虎
彦

氏
、
泉
屋
博
古
館
分
館　

森
下
愛
子
氏
、『
新
発
田
御
道
具
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』
の
調
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に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
新
発
田
市
立
図
書
館
館
長　

鈴
木
秋
彦
氏
、
溝
口
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文
書
資
料
の

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
売
立
目
録
の
調
査
に
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新
発
田
御
道
具
帳
に
み
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溝
口
家
旧
蔵
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茶
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ま
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東
京
文
化
財
研
究
所
、
同
志
社
大
学
ラ
ー
ネ
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ド
記
念
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館
、
同
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大
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化
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報
学
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献
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、
新
発
田
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道
具
帳
の
翻
刻
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賜
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。
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Ｓ－

０
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Ｓ－

０
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之
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求
記
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０
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８
）
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ず
れ
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発
田
市
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図
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館
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�

宮
武
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之
「
新
発
田
藩
溝
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蔵
の
大
燈
国
師
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〇
一
三
年

３　

�
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潟
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�

朝
倉
治
彦
監
修
『
新
発
田
藩
溝
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書
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成
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巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、

二
〇
一
三
年

６　

�

浅
倉
有
子
・
岩
本
篤
志
・
原
直
史
編
『
新
発
田
藩
道
具
蔵
帳
集
成　

二
〇
一
二

〜
二
〇
一
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
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基
盤
研
究
（C
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藩
地
域
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
の
基
礎
的
研
究
―
新
発
田
藩
を
中
心
と
し
て
―
」
報
告
書
』
新
潟
大
学
人

文
学
部
原
直
史
研
究
室
、
二
〇
一
三
年

７　
�

高
橋
義
雄
『
大
正
名
器
鑑
』、
大
正
名
器
鑑
編
纂
所
、
一
九
二
一
年

８　
�『

大
正
名
器
鑑
』
に
所
載
の
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
入
と
茶
碗
は
以
下
で
あ
る
。
瀬

戸
茶
入
「
溝
口
胴
高
」（
第
三
編
、
一
五
一
〜
一
五
三
頁
）、
薩
摩
甫
十
茶
入

「
玉
水
」（
第
五
編
下
、
四
七
〜
四
九
頁
）、
古
瀬
戸
茶
入
「
蛍
」（
第
三
編
、

二
二
七
〜
二
二
九
頁
）、
古
瀬
戸
茶
入
「
徳
永
肩
衝
」（
第
三
編
、
二
七
〜
二
九
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九
巻
二
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
）

三
一

頁
）、
丹
波
焼
茶
入
「
紅
葉
」（
第
五
編
下
、
一
〇
一
〜
一
〇
二
頁
）、
織
部
沓

茶
碗
古
（
第
八
編
、
一
八
七
頁
）、
宗
節
伯
庵
茶
碗
（
第
八
編
、
一
七
五
〜

一
七
六
頁
）

９　

�
前
掲
註
（
３
）。
一
六
五
〜
一
六
六
頁

10　

�

両
角
か
ほ
る
「
翻
刻
『
御
茶
会
記
』（
下
）」『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』、
二
〇
〇
三

年

11　

�「
小
堀
遠
州
蔵
帳
元
帳
」『
茶
道
古
典
全
集
』
第
一
二
巻
、
淡
交
社
、
一
九
六
七

年
、
一
八
七
〜
一
八
八
頁

12　

�『
遠
州
の
観
た
茶
入
』（
五
島
美
術
館
、
一
九
九
六
年
、
二
〇
六
頁
）に
お
い
て
、

「
名
物
記
に
み
る
和
物
茶
入
の
変
遷
」
を
参
照
。

13　

�

筆
者
熟
覧
。

14　

�『
新
発
田
市
史
』
上
巻
（
新
発
田
市
、
一
九
八
〇
年
、
三
四
〇
頁
）
に
以
下
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　

高
久
助
之
進
時
安

　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

�

時
安
は
溝
口
内
匠
重
時
の
三
男
で
高
久
家
に
養
子
に
入
っ
た
。
こ
の
縁
で
時
安

の
代
に
な
り
家
禄
は
急
増
し
、
正
徳
四
年
八
月
六
五
〇
石
を
知
行
し
て
御
仕
置

役
に
任
命
さ
れ
、
翌
年
四
月
組
頭
に
な
り
将
監
と
改
め
た
。

15　

�

添
状
で
は
信
州
様
と
あ
る
が
、
四
代
藩
主
重
雄
を
さ
す
。「
悠
廟
紀
」（『
新
発

田
藩
史
料
』
第
一
巻
、
二
一
頁
）
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
　

御
任
官
あ
り
て
信
濃
守
様
と
称
し
奉
る
。

16　

�

宮
武
慶
之
「
閑
極
法
雲
・
東
澗
道
洵
両
筆
墨
蹟
に
つ
い
て
」『
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー

チ
』
第
一
四
号
、
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
、
八
九
～
一
〇
四
頁
、

二
〇
一
四
年

17　

�

こ
の
茶
碗
を
収
納
す
る
箱
に
は
江
戸
町
奉
行
を
長
く
勤
め
、
茶
人
で
も
あ
っ
た

神
尾
備
前
守
元
勝
と
す
る
墨
書
に
よ
り
「
翠
浪
」
と
あ
る
。

18　

�

高
橋
義
雄
『
近
世
道
具
移
動
史
』（
慶
文
堂
書
店
刊
、
一
九
二
九
年
、
一
四
八

〜
一
四
九
頁
）
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　

�

明
治
三
十
七
年
六
七
月
頃
か
と
覚
ゆ
、
溝
口
伯
家
に
て
は
江
東
中
村
楼
に
於

て
其
蔵
器
を
入
札
売
却
に
附
せ
ら
れ
た

　
　

�

高
橋
義
雄
に
よ
る
他
の
記
述
で
は
『
大
正
名
器
鑑
』
第
三
編
（
審
美
書
院
、
大

正
一
一
年
、
二
二
八
〜
二
二
九
頁
）
が
あ
り
、
蛍
茶
入
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

　
　
　

�（
中
略
）
時
恰
も
日
露
戦
争
遼
陽
戦
前
に
し
て
、
世
人
争
う
て
軍
資
充
実
を

謀
り
、
日
本
銀
行
に
金
時
計
を
預
け
入
る
る
者
さ
へ
あ
り
し
折
柄
な
れ
ば
、

数
寄
者
も
茶
器
を
顧
み
る
暇
な
く
、
蛍
も
為
め
に
其
光
を
失
ひ
て
、
僅
々
千

余
円
に
て
馬
越
化
生
翁
に
落
札
し
た
る
は
誠
に
悲
惨
な
る
事
共
な
り
き
。

19　

� 

都
守
淳
夫
『
売
立
目
録
の
全
国
所
在
と
書
誌
情
報
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一

年
）
で
は
、
溝
口
家
の
入
札
目
録
は
確
認
で
き
な
い
。

20　

�『
大
正
名
器
鑑
』（
第
五
編
下
、
審
美
書
院
、
一
九
二
二
年
、
一
〇
一
頁
）
に
お

い
て
、
丹
波
焼
茶
入
銘
「
紅
葉
」
の
解
説
で
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
（
中
略
）

　
　

而
し
て
明
治
四
十
三
年
他
の
茶
器
数
十
点
と
併
せ
て
同
家
よ
り
直
接
箒
庵
に

　
　

譲
渡
さ
る
。

21　
�

売
立
目
録
『
東
都
寸
松
庵
主
所
蔵
品
』、
一
九
一
二
年
、
請
求
記
号
美
研

－

０
１
６
２
、
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵

22　

�

売
立
目
録
『
高
橋
家
御
蔵
品
入
札
』、
一
九
一
八
年
、
請
求
記
号
美
研

－ 

０
５
０
９
、
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵
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三
二

新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

23　

�

売
立
目
録
『
説
田
家
蔵
品
展
観
目
録
』、
一
九
三
二
年
、
請
求
記
号
美
研

－ 

１
４
７
０
、
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵

24　
�

売
立
目
録
『
特
別
展
観
目
録
』、
一
九
三
九
年
、
雲
中
庵
文
庫
蔵

25　

�『
茶
杓
図
譜
』、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
、
請
求
記
号
溝
口
家
史
料－

溝
口
家

史
料－

１
７
７

26　

�『
一
二
月
茶
杓
』、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
、
請
求
記
号
溝
口
家
史
料－

溝
口

家
史
料－

１
７
８

27　

�

蔵
帳
で
は
「
宗
甫
茶
杓
」
と
の
み
あ
る
の
は
四
件
の
所
載
が
確
認
さ
れ
る
。
そ

の
内
一
件
は
小
堀
宗
中
の
箱
書
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
除
い
た
三
件

の
い
ず
れ
か
に
合
致
す
る
と
し
た
。

28　

�

野
村
瑞
典
『
翠
濤
侯
遺
芳
集
』
一
九
八
八
年
、
岡
吸
仙
堂
、
一
〇
〇
〜
一
〇
一

頁

29　

�『
大
名
茶
人
松
平
不
昧
展
』（
二
〇
〇
一
年
、
一
六
八
頁
）
に
は
松
平
不
昧
作
共

筒
茶
杓
「
陶
靖
節
」（
一
畑
寺
）
が
所
載
さ
れ
る
。

30　

�『
草
人
木
書
苑
』（
茶
道
美
術
茶
入
）、
一
九
八
一
年
、
淡
交
社
、
一
八
九
頁

31　

�

前
掲
註
（
２
）

32　

�

熊
倉
功
夫
、
原
田
茂
弘
校
註
『
東
都
茶
会
記 

（
近
代
茶
会
史
料
集
成（
二
）』（
淡

交
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
一
〇
〜
四
一
一
頁

33　

�

溝
口
直
諒
自
筆
本
『
名
物
重
宝
説
』、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
、
請
求
記
号
、

溝
口
家
史
料－

４
０

34　

�

小
堀
遠
州
作
茶
杓
に
も
同
銘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

35　

�

筆
者
熟
覧
。

36　

�

た
と
え
ば
茶
道
具
の
う
ち
、
香
合
や
灰
匙
な
ど
の
記
述
は
な
い
も
の
の
売
立
目

録
中
に
は
同
家
伝
来
と
す
る
道
具
の
図
版
が
所
載
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
道
具
に

つ
い
て
は
今
後
、
補
遺
と
し
て
検
討
す
る
。

37　

�

読
売
新
聞　

大
正
十
二
年
五
月
三
十
日

　
　
　

入
札
た
よ
り　

吉
川
氏
遺
品
と
溝
口
子
爵
の
売
立
結
果
の
項

　
　

読
売
新
聞　

明
治
二
十
二
年
五
月
二
十
三
日

　
　
　

宮
廷
録
事　

溝
口
子
爵
の
項
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文
化
情
報
学　

九
巻
二
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
）

三
三

資
料
紹
介

　

翻
刻
『
新
発
田
御
道
具
帳
』

〈
凡
例
〉

一
、
新
発
田
市
立
図
書
館
所
蔵
の
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
の
翻
刻
で
あ
る
。

一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
明
ら
か
な
誤
記
に
つ
い
て
は
横
に
カ
ッ
コ
書
き
を
付
し
た
。

一
、
本
文
中
で
画
像
紹
介
で
き
た
作
品
に
は
（
※
）
印
を
付
し
た
。

［
翻
刻
］

新
発
田

　
　

御
道
具
帳

一　

御
茶
碗　
　

一　

御
茶
入

一　

御
茶
杓　
　

一　

棗

一　

茶
巾
盥　
　

一　

御
水
指

一　

建　

水　
　

一　

御　

釜

一　

御
炭
斗　
　

一　

水　

次

一　

灰　

器　
　

一　

御
茶
箱

　
　
　

御
茶
碗
之
部

　
　一　

井
乾
坤
入

戸
出
茶
碗

　
　一　

井
御
贔
屓
入戸

茶
碗

一　

井
御
贔
屓
入戸

時
代
茶
碗

　
　一　

井
御
贔
屓
入戸

脇
茶
碗　
　
　
　
　

元
銘
後
吹
炭
宗
中
鑑
定
改
名

　
　一　

井
御
贔
屓
入戸

平
茶
碗
銘
木
枯 　
　
　

箱
書
朽
木
公

　
　一　

井
御
秘
蔵

戸
脇
平
茶
碗

　
　一　

高
御
贔
屓
入麗

雨
漏
茶
碗

一　

高
麗
鉢
手
茶
碗
銘

白
妙　

 　

箱
書
宗
中

一　

高
麗
古
手
屋
形
茶
碗

一　

高
麗
新
茶
碗

一　

高
麗
刷
毛
目
茶
碗　
　
　

箱
書
神
尾
備
前
守

　
　一　

権
乾
坤
入

左
衛
門
五
（
呉
）器

茶
碗

一　

高
麗
五
器
茶
碗
銘

時
雨　
　

 

道
二
造

箱
書
松
平
備
前
守

一　

高
麗
堅
手
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

　
見
廟
御
筆
御
添
書　
　

一　

半
（
半
紙
）寸高

麗
茶
碗　
　
　
　

箱
書
石
州
公　
　
　
　
　

薄
茶

一　

高
麗
小
高
臺
茶
碗　
　
　

箱
書
篷
露　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

高
麗
茶
碗

　
　一　

繪
御
秘
蔵

高
麗
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶
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三
四

新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

一　

高
御
贔
屓
入麗

裸
茶
碗　
　
　
　
　

箱
書
篷
雪

一　

高
麗
裸
茶
碗

一　

高
麗
堅
手
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

飛（斗
々
屋
）

々
や
茶
碗　
　
　
　
　

箱
書
初
代
神
尾
備
前
守

　
　一　

堅
御
秘
蔵

手
飛
々
や
茶
碗　
　
　

箱
書
宗
本　
　
　
　
　
　

薄
茶

　
　一　

雨
見
明
院
様
御
道
具

漏
手
茶
碗　
　
銘

さ
ざ
れ
石 
内
石
州
公

外
箱
宗
中

一　

高
麗
御
本
茶
碗

一　

既
望
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

刷
毛
目
平
茶
碗

一　

柳
（
御
か
）本

茶
碗

　
御
秘
蔵

一　

そ
（
蕎
麦
）は茶

碗
銘

武
蔵
野 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

め
御
贔
屓
入か

た
茶
碗

　
　一　

黄
御
贔
屓
入そ

は
茶
碗
銘

残
雪　
　
　

 

箱
書
神
尾
備
前
守

一　

後
熊
川
古
高
麗
端
反
茶
碗

一　

末
熊
川
茶
碗

　
　一　

鬼
御
贔
屓
入熊

川
茶
碗　
　
　
　
　

箱
書
宗
中

一　

熊
川
茶
碗

一　

粉
見
廟
御
秘
蔵

吹
雨
漏
手
茶
碗
銘

一
文
字

一　

あ
ま
雲
茶
碗

一　

大
坂
茶
碗　
　
　
　
　
　

箱
書
不
昧
公

一　

三
嶋
礼
賓
平
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

　
　一　

三
御
贔
屓
入嶋

茶
碗　
　
　
　
　
　

箱
書
篷
雪

　
　一　

三
ろ
五
ば
ん嶋

茶
碗

一　

三
嶋
茶
碗

一　

以
ら
保
團
扇
形
茶
碗

一　

黄
以
ら
保
茶
碗

一　

黄
以
ら
保
茶
碗

一　

斗
々
屋
茶
碗
銘

花
紅
葉

一　

斗
々
屋
茶
碗
銘

村
紅
葉　
　
　
箱
書
松
平
備
前
守

一　

斗
々
屋
茶
碗

　
　一　

斗
見
明
院
様
御
道
具

々
屋
茶
碗

　
　一　

斗
御
贔
屓
入々

屋
小
服
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

　
　一　

朝
六
十
四
ば
ん

鮮
刷
毛
目
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

朝
鮮
三
嶋
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶
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文
化
情
報
学　

九
巻
二
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
）

三
五

一　

朝
御
秘
蔵

鮮
砂
手
面
取
茶
碗　
　

箱
書
宗
中

一　

朝
鮮
白
手
火
替
茶
碗

一　

朝
鮮
大
茶
碗　
　
　
　
　

香
の
物
鉢
兼
用

一　

朝
鮮
小
振
茶
碗　
　
　
　

御
稽
古
物　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

古
雲
鶴
筆
洗
茶
碗

　
　一　

こ
御
秘
蔵

の
手
柏
茶
碗　
　
　
　

箱
書
宗
中

　
　一　

茂
御
秘
蔵

三
茶
碗
銘

神
山　
　

 　
　
箱
書
不
昧
公　
　
　
　
　

薄
茶

一　

茂
三
茶
碗

一　

金
海
猫
か
き
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

御
本
手
地
紋
茶
碗

　
　一　

御
弐
十
ば
ん本

雛
筒
茶
碗

一　

御
本
四
方
茶
碗

一　

御
本
福
寿
草
茶
碗

　
　一　

御
見
明
院
様
御
道
具

本
菊
花
地
紋
茶
碗

一　

御
本
松
竹
梅
筒
茶
碗

　
御
秘
蔵

一　

半
（
半
紙
）寸本

手
桃
形
茶
碗
銘

天
の
川　

七
夕
御
用

一　

半
寸
本
手
茶
碗

一　

人
形
手
茶
碗

一　

七
官
青
磁
茶
碗

一　

青
磁
茶
碗

一　

青
磁
栗
鉢　
　
　
　
　
　

茶
碗
兼
用

　
　一　

唐
る
八
ば
ん津

茶
碗

　
　一　

唐
八
十
弐
ば
ん

津
筒
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

　
　一　

唐
る
五
十
五
ば
ん

津
刷
毛
目
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

　
　一　

古
る
八
ば
ん唐

津
茶
碗
銘

水
柱

一　

古
唐
津
茶
碗　
　
　
　
　

蓋
裏
蛙
の
哥
ア
リ　
　
　

薄
茶

一　

唐
津
彫
三
嶋
平
茶
碗

　
　一　

唐
御
贔
屓
入津

三
嶋
茶
碗　
　
　
　

箱
書
宗
慶

一　

唐
津
蛤
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

　
三
十
一
ば
ん

一　

唐
津
よ（
呼
継
）

ひ
つ
き
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

唐
津
小
服
茶
碗　
　
　
　

茶
箱
入
り

　
　一　

唐
十
五
ば
ん津

茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

瀬
戸
唐
津
塩
桶
（
笥
）茶

碗
銘

帆
玉

一　

繪
唐
津
塩
桶
茶
碗

一　

古
唐
津
茶
碗
銘

残
月

（
78
）



三
六

新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

一　

繪
織
部
筒
茶
碗

一　

織
部
筒
茶
碗

　
　一　

黒
九
三
ば
ん織

部
沓
茶
碗

　
　一　

織
御
贔
屓
入部

沓
茶
碗　
　
　
　
　

箱
書
御
宛
名
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

安
南
茶
碗

一　

饒
州
茶
碗　
　
　
　
　
　
箱
書
宗
中　

義
経
公
御
上
之
由

文
久
元
亥
四
月
五
十
嵐
氏
品
より
上
ル

　
三
十
五
ば
ん

一　

呉
洲
（
須
）赤

繪
茶
碗

　
　一　

染
見
廟
御
秘
蔵
御
贔
屓
入

付
平
茶
碗　
　
　
　
　

箱
書
宗
中

一　

染
付
腰
霰
茶
碗 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

祥
瑞
福
寿
丸
紋
茶
碗

一　

成
化
時
代
染
付
湯
呑

　
　一　

成
御
秘
蔵
四
十
五
ば
ん

化
染
付
沓
茶
碗

一　

染
付
平
茶
碗

一　

染
付
金
襴
手
茶
碗

一　

古
薩
摩
枩
竹
梅
模
様
茶
碗

一　

古
薩
摩
秋
草
模
様
茶
碗

一　

古
薩
摩
金
襴
手
筒
茶
碗

一　

古
薩
摩
片
身
替
茶
碗

　

一　

古
八
十
三
ば
ん

薩
摩
春
草
花
模
様
茶
碗

一　

古
薩
摩
〆
縄
松
竹
梅
模
様
筒
茶
碗

　
　一　

九
八
十
七
ば
ん

谷
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

　
　一　

九
八
十
五
ば
ん

谷
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

　
　一　

九
七
十
五
ば
ん

谷
筒
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

五
郎
七
平
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

宗
入
赤
楽
茶
碗
銘

い
く
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薄
茶

　
　一　

長
御
贔
屓
入次

郎
黒
楽
茶
碗  　
　
見
廟
御
書
入
付
入

挽
家
蓋
書
不
昧
公

　
　
　

薄
茶　
　
　
　
　
　
　
　

　
　一　

大
三
十
弐
ば
ん

心
手
造
茶
碗　
　
　
　

早
春
御
用　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

一
入
黒
楽
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

庸
軒
手
造
黒
楽
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

江
雪
手
造
黒
楽
茶
碗　
　

箱
書
江
雪　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

玉
室
手
造
赤
楽
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

宗
入
赤
楽
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

　
　一　

清
御
秘
蔵

巌
手
造
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

一
る
四
ば
ん入

黒
楽
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

（
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文
化
情
報
学　

九
巻
二
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
）

三
七

　
　一　

疎
四
十
一
ば
ん

安
手
造
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

黒
楽
菊
模
様
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

　
　一　

石
御
贔
屓
入
珎
器
御
秘
蔵

州
手
造
赤
楽
茶
碗　
　
片
桐
貞
昌
手
造
在
判

箱
書
松
平
周
防
守
康
福

　
　一　

尹
御
秘
蔵

部
茶
碗

一　

膳
所
焼
茶
碗

一　

志
と
ろ
茶
碗

一　

志
野
筒
茶
碗
み
ね
の枩

風

　
　一　

信
七
十
六
ば
ん

楽
茶
碗

一　

信
楽
土
空
中
茶
碗

一　

高
取
茶
碗
銘

一
文
字　
　
　
　
箱
書
小
堀
政
房

一　

元
高
取
茶
碗　
　
　
　
　

箱
書
清
水
直
玄

　
　一　

黄
見
明
院
様
御
道
具

瀬
戸
平
茶
碗
銘

苔
水　

 　

箱
書
不
昧
公

一　

黄
瀬
戸
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

乾
山
菊
模
様
茶
碗

　
　一　

仁
る
弐
ば
ん清

竹
繪
茶
碗

　
　一　

仁
御
秘
蔵

清
枯
木
繪
茶
碗　
　
　

箱
書
宗
和

　
　

一　

古
在
ば
ん

萩
茶
碗

　
見
廟
院
御
秘
蔵
二
ば
ん

一　

古
萩
茶
碗　
　

一　

萩
割
高
臺
小
服
茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄
茶

一　

古
萩
茶
碗
号

達
磨

一　

市
阿
弥
茶
碗

　
　一　

浅
乾
坤
入

草
茶
碗

　
　一　

織
乾
坤
入

田
茶
碗

　
　一　

宗
乾
坤
入

節
茶
碗 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

黄
天
目
茶
碗

一　

唐
物
天
目
茶
碗

一　

點
山
天
目
茶
碗

一　

繪
天
目
茶
碗

一　

黄
天
目
茶
碗

一　

銀
臺
天
目
茶
碗

一　

天
目
臺

　
　
　

御
茶
入
之
部

一　

唐
物
茄
子
茶
入

一　

唐
物
尻
膨
茶
入

（
76
）



三
八

新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

　
　一　

唐
上
品

大
海
茶
入　
　
　
　
　

箱
書
小
堀
和
泉
守
政
之

　
　一　

唐
上
品
御
贔
屓
入

肩
衝
茶
入　
　
　
　
　

箱
書
宗
中

一　

漢
小
肩
衝
茶
入　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袋
一
ツ

　
　一　

手
上
品

瓶
茶
入

　
　一　

井
上
品

戸
手
塩
器
茶
入　
　
　

箱
書
篷
露

一　

安
南
茶
入

　
　一　

蛍
寳
上
乾
坤
入

茶
入 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

胴
寳
上
乾
坤
入

高
茶
入 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

大
寳
上
乾
坤
入

概
茶
入

　
　

但
御
名
物
蛍
胴
高
同
品
名
物
御
座
候
御
分
置

　
　

被
為
在
り
箱
之
御
茶
入
之
處
御
蓋
召
て
数
子
入

　
　

申
候
尤
宗
甫
真
跡
に
て
生
子
手
の
本
歌
御
座
候

　
　

右
宗
中
鑑
定
同
人
真
筆
之
被
申
俄
作
之
置

　
　一　

大
寳
上
乾
坤
入

瀬
戸
茶
入　
　
　
　
　

宗
中
極
書
入　
　
　
　
　
木
形
ア
リ

替
袋
ア
リ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

凡
寳
上
乾
坤
入

手
茶
入　
　
　
　
　
　

箱
書
十
左
衛
門
政
貴　
　

袋
四
ツ

　
　一　

丸
寳
上
乾
坤
入

壷
茶
入

　
　一　

春
上
品

慶
櫑
座
茶
入　
　
　
　

箱
書
篷
雪　
　
　
　
　
　

替
袋
一
ツ

一　

春
慶
圓
座
茶
入　
　
　
　

箱
書
十
左
衛
門
政
貴　
　

替
袋
一
ツ

一　

春
慶
内
海
村
雲
茶
入

一　

春
慶
柳
茶
入

一　

春
慶
平
茶
入　
　
　
　
　

御
稽
古
物

　
　一　

丹
御
贔
屓
入波

焼
茶
入
銘

紅
葉   　
　

箱
書
縣
宗
知　
　
　
　
　

替
袋
ア
リ 

……
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

古
上
品
御
贔
屓
入

瀬
戸
茶
入　

一　

古
瀬
戸
茶
入
銘

松
の
戸

　
　一　

瀬
上
品

戸
水
滴
茶
入　
　
　
　

箱
書
小
堀
和
泉
守
政
之

　
上
品

一　

瀬
戸
ね（
捻
貫
）

し
ぬ
き
茶
入
銘

若
草
箱
書
篷
雪

一　

瀬
戸
柳
茶
入

一　

瀬
戸
茶
入

一　

瀬
戸
口
廣
茶
入

一　

瀬
戸
寸
切
茶
入

　
上
品

一　

■
葉
茶
入　
　
　
　

  　

箱
書
初
代
神
尾
備
前
守

　
　

（
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）



文
化
情
報
学　

九
巻
二
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
）

三
九

一　

口上
品
見
廟
御
書
付
三
枚
入

廣
茶
入　
　
　
　
　
　

箱
書
加
賀
屋
宗
之　
　
　

替
袋
一
ツ

一　

音
羽
手
茶
入　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

替
袋
一
ツ

一　

弓
削
屋
茶
入　
　
　
　
　

箱
書
松
花
堂　
　
　
　
　

替
袋
一
ツ

　
　一　

市
上
品
御
贔
屓
入

場
手
茶
入　
　
　
　
　
見
廟
御
書
付
入

箱
書　

篷　

雪

　
　
　
　
　

替
袋
一
ツ

　
　一　

苫
上
品

屋
茶
入　
　
　
　
　
　
箱
書
哥
銘
と
も

神
尾
備
前
守

　
　一　

忍
上
品

手
茶
入　
　
　
　
　
　

箱
書
十
左
衛
門
政
貴　
　

替
袋
二
ツ

一　

口
廣
茶
入　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

替
袋
二
ツ

一　

渋
紙
手
圓
座
茶
入

　
　一　

萬
上
品

屋
茶
入

一　

亀
甲
茶
入　
　
　
　
　
　

箱
書
宗
中　

一　

初
雁
茶
入　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
形
ア
リ

替
袋
ア
リ

一　

振
鼓
坊
主
手
茶
入

一　

米
市
茶
入

一　

利
休
茶
入
銘

関
服　
　
　
　

箱
書
宗
関　
　
　
　
　
　

替
袋
二
ツ

　
　一　

利
三
ば
ん

休
茶
入

一　

利
休
茶
入　
　
　
　
　
　
箱
書
金
棗
宗
和

裏
書
土
岐
二
三
翁

　
　一　

藤
上
品

四
郎
櫑
座
茶
入

　
　一　

藤
上
品

四
郎
大
海
茶
入　
　
　

箱
書
宗
中

　
　一　

菊
上
品

屋
大
海
茶
入 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

花
上
品

月
茶
入　
　
　
　
　
　

箱
書
宗
實　
　
　
　
　
　

替
袋
一
ツ

一　

半
切
茶
入

一　

秋
の
山
茶
入

一　

一
文
字
大
海
茶
入

　
　一　

古
上
品

の
茂
茶
入　
　
　
　
　

箱
書
神
尾
備
前
守

一　

ね
し
ぬ
き
茶
入

一　

同
宿
茶
入

一　

ま（
正
木
）

さ
き
手
茶
入

一　

榊
茶
入

　
　一　

津
上
々

川
茶
入　
　
　
　
　
　

面
と
り
の
面
と
り
似

一　

葵
手
茶
入

一　

新
兵
衛
茶
入
銘

夕
柳　
　
　

箱
書
出
雲
大
守
月
潭　
　

替
袋
二
ツ

一　

浅
香
茶
入

一　

日
根
野
茶
入

一　

吉
兵
衛
焼
茶
入
銘

遠
山　
　

 

箱
書
鎮
信　
　
　
　
　
　

替
小
紋
切

一　

博
多
茶
入　
　
　
　
　
　

箱
書
神
尾
備
前
守

一　

佐
野
茶
入　
　
　
　
　
　

箱
書
神
尾
備
前
守

（
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）



四
〇

新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

一　

田
原
茶
入
銘

明
石

一　

備
前
片
身
替
茶
入

一　

備
前
茶
入

  一　

備
三
十
五
ば
ん

前
茶
入　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

替
袋
二
ツ

一　

緋
襷
茶
入
銘

澤
水　
　
　
　

 

箱
書
宗
信

　
　一　

柴
上
品

の
戸
茶
入　
　
　
　
　

挽
家
哥
銘
共
宗
甫　
　
　

替
袋
二
ツ

一　

古
高
取
茶
入

一　

信
楽
肩
衝
茶
入

一　

志
登
路
飯
銅
茶
入　
　
　

箱
書
小
堀
遠
江
守
政
房

一　

唐
津
茶
入

一　

嶋
壷
鮟
鱇
茶
入

一　

織
部
丸
壷
茶
入

一　

膳
所
口
廣
茶
入　
　
　
　

箱
書
篷
雪

  一　

膳
五
ば
ん

所
焼
茶
入

一　

膳
所
焼
茶
入

  一　

仁
二
十
六
ば
ん

清
水
滴
茶
入

一　

九
谷
茶
入

一　

呂
宗
子
鶴
茶
入　
　
　
　

箱
書
宗
中

一　

戸
山
茶
入　
　
　
　
　
　
外
箱
竹
腰
公

内
箱
尾
州
公

 

一　

蛍
茶
入
木
形

一　

松
屋
肩
衝
写

　
　
　

御
水
指
之
部

　
　一　

南
御
贔
屓
入蛮

縄
簾
水
指

　
　一　

南
御
秘
蔵

蛮
水
器
銘

白
水　
　
　
　

箱
書
宗
中

一　

南
蛮
古
簾
水
指

　
　一　

南
御
秘
蔵
二
十
ば
ん

蛮
海
老
手
水
指

一　

南
蛮
太
鼓
形
水
指

一　

南
蛮
砂
張
水
指

一　

南
蛮
物
水
指

一　

跤
趾
平
水
指

一　

安
南
珎
器
水
指

一　

砂
張
水
指

一　

嶋
物
平
水
指

一　

紅
毛
染
付
水
指

一　

紅
毛
白
焼
水
指

一　

南
京
紋
染
付
水
指

一　

南
京
青
磁
水
指

一　

青
磁
手
桶
水
指

一　

成
化
染
付
手
桶
水
指

一　

成
化
染
付
植
木
鉢
水
指
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四
一

一　

染
付
唐
草
模
様
水
指

一　

染
付
壷
形
棚
水
指

　
　一　

朝
御
贔
屓
入鮮

菱
形
水
器　
　
　
　

箱
書
宗
中

一　

朝
鮮
耳
付
水
指

一　

朝
鮮
筒
水
指

一　

朝
鮮
端
反
水
指

一　

朝
鮮
片
口
鉢　
　
　
　
　

水
指
兼
用

一　

新
朝
鮮
耳
付
水
指

一　

御
本
水
指

一　

御
本
水
指

　
　一　

古
御
贔
屓
入瀬

戸
水
指

　
　一　

渋
御
秘
蔵
二
十
弐
ば
ん

紙
手
水
指

一　

瀬
戸
一
重
口
水
指

一　

瀬
戸
耳
付
水
指

一　

瀬
戸
水
指

一　

瀬
戸
坊
主
手
水
指

一　

中
瀬
戸
水
指

一　

破
風
竃
水
指

一　

古
備
前
水
指
銘

三
夕

一　

古
備
前
壷
水
指

　
　

一　

青
弐
十
九
ば
ん

備
前
水
指

一　

備
前
黒
手
水
指

一　

備
前
水
指

一　

備
前
籠
手
水
指

　
　一　

尹
御
秘
蔵

部
井
筒
水
指　

 　
　

  

箱
書
久
須
美
疎
安

  一　

尹
御
秘
蔵
三
十
ば
ん

部
模
木
は
た
水
指

一　

尹
部
水
指

一　

高
取
筒
水
指　
　
　
　
　

箱
書
小
猿
道
閑

一　

高
取
帽
子
水
指

一　

高
取
単
瓢
水
指

　
　一　

信
御
秘
蔵
四
十
ば
ん

楽
半
胴
水
指　
　
　
　

紹
鷗
時
代

　
　一　

信
御
秘
蔵
弐
十
七
ば
ん

楽
一
重
口
水
指

一　

古
信
楽
水
指

一　

信
楽
裸
焼
水
指

　
　一　

信
十
六
ば
ん楽

水
指

一　

信
楽
細
口
水
指

　
　一　

古
御
秘
蔵
二
十
八
ば
ん

伊
賀
水
指

一　

伊
賀
細
口
水
指
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一　

伊
賀
瓢
単
水
指

一　

伊
賀
い
ち
し
蓋
水
指

一　

志
登
路
水
指

　
　一　

丹
七
三
ば
ん波

菱
耳
水
指　
　
　
　

遠
州
切
形

　
　一　

唐
四
十
ば
ん津

水
指

一　

古
萩
水
指

一　

萩
手
付
水
指

　
　一　

薩
十
八
ば
ん摩

瓢
形
水
指　
　
　
　

替
蓋
付

　
　一　

九
三
十
ば
ん谷

水
指

　
　一　

九
三
十
九
ば
ん

谷
水
指

一　

尾
土
焼
釣
瓶
水
指　
　
　
久
田
宗
柏
造

箱
書
清
水
釣
玄

一　

乾
山
瀧
繪
水
指

一　

仁
清
焼
輪
耳
水
指

一　

一
入
黒
水
指

一　

高
原
鳶
口
水
指

一　

古
銅
経
筒
水
指

一　

経
筒
水
指

一　

木
地
釣
瓶
塗
蓋
水
指

　
　

一　

赤
塗
師
八
郎
兵
衛
造

杉
木
地
水
指　
　
　

 　
紹
鷗
好
溜
塗

桶
水
指
之
形

一　

赤
杉
木
地
水
指

一　

余
参
造
新
手
桶
水
指

一　

木
釣
瓶
水
指

一　

桐
ク
リ
抜
水
指

一　

遠
州
好
竹
水
指

　
　
　

御
棗
之
部

　
　一　

時
見
廟
御
箱
書

代
菊
蒔
繪
棗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袋
唐
物
と
ん
す

一　

時
代
黒
棗

一　

時
代
菊
桐
蒔
繪
棗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

替
袋
二
ツ

一　

時
代
松
竹
梅
蒔
繪
棗

一　

時
代
黒
中
棗

　
　一　

時
六
十
三
ば
ん

代
菊
蒔
繪
棗

一　

時
代
楓
蒔
繪
棗

一　

時
代
桑
棗

一　

見
廟
御
筆
菊
漆
繪
棗

一　

同
棗

　
　一　

南
御
贔
屓
入方

小
棗
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四
三

一　

余
御
贔
屓
入参

棗　
　
　
　
　
　
　

箱
書
康
任
君

　
　一　

朱
見
廟
御
箱
書

棗　

　
　一　

雪
見
廟
御
箱
書

月
花
棗

一　

凡
鳥
棗　
　
　
　
　
　
　

箱
書
退
庵

一　

黄
朱
筋
棗

一　

利
休
長
棗

一　

利
休
棗

一　

本
阿
弥
光
悦
梅
棗

一　

宗
旦
好
大
雪
吹
棗　
　
　

宗
哲
共
箱

一　

石
州
形
次
郎
棗　
　
　
　

道
志
共
箱

一　

石
州
好
朱
面
取
棗

一　

石
州
好
之
棗　
　
　
　
　

二
代
目
道
恵
作
彫
銘
ア
リ

一　

石
州
好
菊
棗

一　

石
州
形
雪
吹
棗　
　
　
　

盛
阿
弥
造

　
　一　

遠
御
秘
蔵

州
好
七
宝
紋
竹
茶
器　

箱
書
宗
中　
　
　
　
　
　

一
双
入

一　

遠
州
形
次
郎
棗
写　
　
　
道
恵
作
大
徳
寺
弧
峰
庵

什
物
遠
州
好
之　

形

一　

不
昧
公
好
雪
吹
棗　
　
　

箱
書
不
昧
公

一　

菊
桐
彫
竹
棗

一　

唐
草
棗

一　

能
代
棗

一　

梨
子
地
棗

一　

松
竹
梅
平
棗

一　

彭
祖
亀
棗

一　

尻
張
棗

　
　一　

嵯
七
十
弐
ば
ん

峨
棗

一　

極
古
長
棗　
　
　
　
　
　

金
森
法
印
所
持

一　

唐
象
牙
棗

一　

糸
目
春
慶
塗
棗

一　

春
慶
塗
中
棗

一　

高
臺
寺
利
休
形
雪
吹
棗

一　

金
平
目
菊
桐
蒔
繪
面
取
棗

一　

浪
貝
畫
蒔
繪
面
取
棗

一　

露
色
地
共
色
桜
蒔
繪
中
棗

一　

利
（
梨
）子

地
菊
桐
蒔
繪
丸
棗

一　

嵯
峨
秋
草
蒔
繪
棗

一　

桐
蒔
繪
平
棗

一　

萩
蒔
繪
平
棗　
　
　
　
　

春
正
作

一　

春
七
草
蒔
繪
棗

一　

時
代
牡
丹
彫
薄
茶
器

一　

時
代
金
林
寺
蒔
繪
薄
茶
器

一　

金
林
寺
盛
阿
弥
薄
茶
器

一　

金
林
寺
外
木
地
薄
茶
器

一　

太
閤
時
代
梨
子
地
菊
蒔
繪
白
粉
解

一　

青
磁
双
魚
薄
茶
器
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一　

青
磁
酒
會
薄
茶
器

　
　一　

青
御
秘
蔵
五
十
一
ば
ん

磁
菊
浮
紋
薄
茶
入

　
　一　

祥
御
贔
屓
入瑞

福
寿
紋
薄
茶
入 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

老
松
割
蓋
茶
入

一　

石
州
形
面
薄
茶
器

一　

石
州
公
寸
切
茶
桶

一　

薩
摩
焼
薄
茶
器

一　

薩
摩
茶
入

一　

織
部
耳
薄
茶
入

一　

織
部
手
桶
薄
茶
器

一　

飛
騨
菊
桐
蒔
繪
薄
茶
入

一　

秋
海
棠
蒔
繪
薄
茶
器

一　

青
貝
亀
甲
薄
茶
器

一　

青
貝
六
角
薄
茶
器

一　

青
貝
石
畳
薄
茶
器

一　

春
慶
塗
雪
吹
薄
茶
器

一　

秋
草
薄
茶
器

一　

象
牙
手
桶
薄
茶
器　
　
　

箱
四
砕
君

　
　一　

染
見
廟
御
箱
書

付
薄
茶
器

一　

金
馬
薄
茶
器

一　

茶
通
薄
茶
器

一　

竹
薄
茶
器

一　

木
彫
茄
子
薄
茶
器

　
　一　

蔦
七
十
ば
ん薄

茶
器　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

替
蓋
ア
リ

一　

籃
組
朱
塗
薄
茶
入

　
　一　

南
十
五
ば
ん蛮

薄
茶
器

一　

時
代
秋
草
蒔
繪
中
次

一　

檜
蒔
繪
中
次

一　

桜
蒔
繪
中
次

一　

松
竹
梅
蒔
繪
中
次

一　

獨
楽
中
次　
　
　
　
　
　
　

箱
書
宗
實

一　

青
貝
中
次

一　

宗
和
流
中
次

一　

古
吉
野
中
次

一　

古
作
竹
中
次

一　

古
織
部
好
中
次

一　

杉
木
地
中
次

一　

藤
重
中
次

一　

黒
根
来
中
次

一　

遠
州
八
角
中
次
銘

菊
花　
　
　

 

松
虫
蒔
繪

一　

片
身
梨
子
地
中
次
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四
五

一　

桑
六
十
五
ば
ん

中
次

一　

薩
摩
焼
金
襴
手
中
次

　
　一　

不
見
廟
御
好識

錦
楓
中
次　
　
　
　
海
晏
寺
園
中
ニ
北
條
氏

植
え
れ
し
に
て
出
来

　
　
　

御
茶
杓
之
部

　
　一　

見
御
贔
屓
入廟

御
作
御
茶
杓　
　
　

直
溥
公
御
箱
書　
　
　
　
　
　

  

二
筒
壹
箱
……
…
…

（
※
）

　
　一　

利
乾
坤
入

休
作
茶
杓 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

利
乾
坤
入

休
直
茶
杓　
　
　
　
　

外
箱
見
廟
御
筆 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

宗
乾
坤
入

甫
茶
杓

　
　一　

宗
乾
坤
入

甫
作
茶
杓
銘

一
ツ
松　
　

  

箱
書
宗
甫 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

宗
御
贔
屓
入甫

茶
杓　
　
　
　
　
　

箱
書
宗
中

　
　一　

宗
御
贔
屓
入甫

茶
杓
銘

山
の
井　
　
　

  

筒
弧
峰
子
名
ア
リ
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

宗
御
贔
屓
入甫

茶
杓　
　
　
　
　
　

筒
ト

　
　一　

宗
御
贔
屓
入甫

茶
杓　
　
　
　
　
　

筒
ニ
宗
甫
ト
名
ア
リ

　
　一　

織
乾
坤
入

部
殿
茶
杓
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

古
御
贔
屓
入織

茶
杓

　
　一　

佐
御
贔
屓
入久

間
将
監
實
勝
茶
杓
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

徳
御
贔
屓
入祐

公
作
茶
杓
銘

清
風
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

桑
御
贔
屓
入山

左
近
殿
茶
杓
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

細
御
贔
屓
入川

三
斎
公
作
茶
杓　
　

箱
書
了
伴
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

作
御
贔
屓
入州

公
造
茶
杓
銘

浮
雲
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

空
御
贔
屓
入中

斎
茶
杓
銘

遠
山　
　
　

 

彫
銘
空
中
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

佐
川
田
喜
六
茶
杓
銘

都
鳥 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

野
田
酔
翁
茶
杓
銘

源
七 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

小
猿
動
閑
茶
杓
銘

女
郎
花 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

一
尾
伊
織
作
茶
杓
銘

靍
首 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

鷹
司
輔
信
公
茶
杓
銘

都
き
巳 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

近
衞
應
山
公
茶
杓
銘

埋
火 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

（
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四
六

新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

一　

六
々
山
人
象
牙
茶
杓
銘

丈
山 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

道
竿
茶
杓

　
　一　

石
乾
坤
入

州
消
息
掛
物
添
茶
杓　

外
箱 

見
廟
御
筆

　
　一　

石
御
贔
屓
入州

公
作
節
下
リ
茶
杓　

野
田
酔
翁
手
紙
狂
哥
入

一　

石
州
公
作
茶
杓　
　
　
　

竿
直
庵

一　

片
桐
新
之
丞
作
茶
杓
銘

春
霞 
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

不
昧
公
茶
杓
銘

陶
靖
節 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

大
徳
寺
天
室
和
尚
茶
杓
共
筒 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

怡
渓
和
尚
作
茶
杓　
　
　

箱
書
木
下
清
兵
衛
伊
豫
守
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
） 

一　

清
巌
和
尚
作
茶
杓
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

江
雪
和
尚
茶
杓 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

龍
御
贔
屓
入安

寺
僖
首
茶
杓 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

信
海
茶
杓
共
筒　
　
　
　
　

極
札
一
枚 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

江
月
和
尚
茶
杓
銘

櫛 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

蓋
師
左
近
作
茶
杓
銘

鶯
宿
梅 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

半
々
庵
茶
杓
銘

埋
火 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

半
々
庵
茶
杓

一　

宗
中
作
茶
杓
銘

雛
靍 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

宗
中
作
茶
杓
銘

み
つ
か
き 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

小
御
贔
屓
入堀

三
作
十
二
ヶ
月
茶
杓　

箱
書
宗
本
篷
露 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　一　

篷
御
贔
屓
入雪

作
茶
杓
銘

山
の
端 

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

半
求
庵
茶
杓
銘

秀  

一　

半
求
庵
茶
杓
銘

腰
み
の
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

　
　
　

御
水
次
之
部

一　

唐
物
水
次

一　

南
蛮
水
次

一　

南
蛮
薬
鑵

一　

朝
鮮
水
次

一　

砂
張
水
次

一　

時
代
薬
鑵
水
次

一　

時
代
大
内
薬
鑵

一　

大
内
菊
唐
草
薬
鑵

一　

大
内
枩
地
紋
水
次

一　

非
垣
薬
鑵
水
次

一　

織
部
焼
水
次

一　

宗
和
一
筋
砂
張
水
次

一　

腰
黒
薬
鑵
水
次

　
　
　

御
茶
巾
盥
之
部

一　

七
官
青
磁
茶
巾
盥

一　

南
京
染
付
桶
鉢
茶
巾
盥

一　

染
付
大
鼓
胴
茶
巾
盥

（
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文
化
情
報
学　

九
巻
二
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
）

四
七

一　

砂
張
茶
巾
盥

一　

砂
張
茶
巾
盥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
ツ
一
箱

　
　
　

御
炭
斗
之
部

一　

唐
物
丸
菜
籠

　
　一　

唐
物
竹
炭
斗 
四
足

一　

唐
物
炭
斗

　
　一　

唐
弐
十
六
ば
ん

物
籠
角
炭
斗　
　
　
　

箱
書
茶
屋
宗
古

一　

唐
物
平
丸
菜
籠

一　

唐
物
手
付
籠
炭
斗

一　

唐
物
平
炭
斗

一　

唐
物
四
角
菜
籠

一　

唐
組
良
ん
か
ん
炭
斗

一　

唐
籠
組
炭
斗

　
　一　

時
弐
十
ば
ん代

竹
組
籠
炭
斗

一　

時
代
手
付
籠
炭
斗

一　

ト
十
三
ば
ん組

炭
籠

　
　一　

あ
御
秘
蔵

し
ら
組
炭
斗　
　
　
　

箱
書
茶
屋
宗
古

一  

藤
組
炭
斗

一  

組
物
丸
菜
籠

一  

竹
組
手
付
炭
斗

一  

組
物
炭
籠

一　

宗
梠
組
底
板
手
付
炭
籠

一　

茸
簾
葉
入
二
重
組
炭
斗

一　

二
重
籠
炭
斗　
　
　
　
　

石
州
好

一　

古
芋
籠
炭
斗

一　

芋
籠
炭
斗

一　

芋
籠
炭
斗　
　
　
　
　
　

待
合
兼
用

一　

椀
籠
炭
斗

一　

八
丈
糸
籠
炭
斗

一　

駿
河
物
炭
籠

　
　一　

大
見
廟
御
書
付
入

崎
瓢
炭
斗

一　

瓢
炭
斗
石
州
公
在
判　
　
　
　
箱
書
松
平
周
防
守
様

并
御
添
書
極
書
共
三
通

 　

　
　一　

瓢
見
廟
御
書
付
　
二
十
八
ば
ん

炭
斗　
　
　

一　

瓢
炭
斗

一　

瓢
炭
斗

一　

□
（
と
か
）ふ

か
ら
炭
斗

一　

古
京
作
平
籠
炭
斗

一　

杉
木
地
切
子
形
炭
斗　
　

遠
州
公
御
好
形

　
　一　

寄
六
十
九
ば
ん

木
人
形
臺
炭
斗　
　
　

如
無
作
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四
八

新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

一　

朝
鮮
灰
器
炭
斗
兼
用

一　

竹
皮
炭
斗

　
　
　

灰
器
之
部

一　

南
蛮
内
渋
灰
器

一　

南
蛮
縄
簾
灰
器

一　

南
蛮
灰
器

一　

古
渡
朝
鮮
灰
器

一　

備
前
灰
器

一　

楽
灰
器　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
ツ
一
箱
入

一　

緋
襷
灰
器

一　

唐
津
灰
器

　
　一　

古
九
ば
ん

伊
賀
灰
器

一　

信
楽
灰
器

一　

空
中
灰
器

一　

元
赤
楽
灰
器

一　

遠
州
公
時
代
柳
川
焼
灰
器

一　

柳
川
焼
灰
器

一　

土
州
尾
土
焼
灰
器

一　

湊
焼
灰
器

一　

雲
華
焼
灰
器

一　

吉
左
衛
門
焼
灰
器

一　

古
薩
摩
山
水
建
水
灰
器
兼
用

　
　
　

建
水
之
部

一　

南
蛮
海
老
手
建
水

一　

朝
鮮
浪
手
建
水

　
　一　

朝
一
ば
ん

鮮
建
水

一　

朝
鮮
建
水

一　

は
ん
ね
羅
建
水

一　

モ（
毛
織
）

フ
ル
建
水

一　

古
唐
津
塩
器
建
水

一　

繪
唐
津
翻

一　

合
子
建
水　

象
眼
入

一　

砂
張
こ
ほ
し

一　

砂
張
建
水

一　

砂
張
翻

　
　一　

瀬
御
贔
屓
入戸

建
水　
　
　
　
　
　

箱
書
宗
中

一　

瀬
戸
壷
形
翻

一　

瀬
戸
翻  

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
）

一　

黒
瀬
戸
建
水　
　
　
　
　

香
の
鉢
兼
用

　
　一　

藤
見
廟
御
秘
蔵

四
郎
建
水　
　
　
　
　

見
廟
御
箱
書

　
一　

備
一
ば
ん

前
翻

（
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報
学　

九
巻
二
号
（
平
成
二
十
六
年
三
月
）

四
九

一　

備
前
こ
ほ
し

一　

備
前
翻

　
一　

染
御
秘
蔵
　
御
贔
屓
入

付
建
水

　
　一　

緋
見
廟
御
秘
蔵

襷
こ
ほ
し

　
　一　

緋
十
ば
ん

襷
翻

　
　一　

尹
見
廟
御
秘
蔵

部
榎
木
肌
建
水　
　
　

箱
書
宗
中

　
　一　

信
十
八
ば
ん楽

建
水

一　

古
伊
賀
建
水

一　

織
部
黒
建
水　
　

　
　一　

古
十
六
ば
ん薩

摩
山
水
建
水　
　
　

灰
器
兼
用
ニ
付
灰
器
之
部
ニ
入

一　

九
谷
建
水

一　

雲
州
〆
切
写
建
水　
　
　

箱
書
不
昧
公

一　

棒
先
写
五
郎
三
郎
作
建
水

一　

古
銅
地
紋
建
水

一　

黄
唐
銅
建
水　
　
　
　
　

御
常
用

　
　
　

御
釜
之
部

　

一　

太
乾
坤
入

閤
より
拝
領
桐
之
御
釜

一　

初
代
寒
雉
廣
口
釜　
　
　

箱
書
寒
雉　
　
　
　
　
　
　
　
　
底
添
浄
雪

極
書
入

一　

初
代
寒
雉
丸
釜

　
　一　

阿
上
品
御
秘
蔵

弥
陀
堂
天
猫
釜　
　
　

箱
書
底
添

一　

天
猫
丸
釜

一　

福
禄
寿
天
猫
釜

　
　一　

芦
上
品
御
秘
蔵

屋
菱
釜　
　
　
　
　
　
蓋
つ
ま
み
菊
打
枝

環
付
て
ふ

一  

古
芦
屋
鶴
首
糸
目
釜

一　

芦
屋
車
軸
釜

　
　一　

中
上
品
御
秘
蔵

阿
弥
陀
堂
釜　
　
　
　

与
次
郎
作

　
　一　

輿
上
品
御
秘
蔵

次
郎
丸
釜

一　

栗
（
繰
） 

口
霰
釜　
　
　
　
　

  

与
次
郎
作
蓋
と
も

添
置

一　

古
浄
味
荒
磯
目
釜

一　

霰
責
紐
釜

一　

九
兵
衛
ふ
と
ん
釜

一　

御
物
瓢
単
釜

一　

大
西
浄
清
釜

一　

算
木
釜

一　

新
車
軸
釜

一　

糸
目
乳
口
釜

（
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五
〇

新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

一　

の
き
た
れ
釜

　
　
　

大
蓋
之
部

一　

天
猫
廣
口
釜

一　

水
（
皆
）口

釜

　
　
　

御
風
炉
用
之
部

一　

寒
雉
鶴
首
釜　
　
　
　
　

自
在
兼
用

一　

古
天
猫
肩
衝
釜　
　
　
　

同

一　

遠
州
形
釜　
　
　
　
　
　

御
風
炉
兼
用

一　

桜
之
釜　
　
　
　
　
　
　

同

一　

雲
龍
釜　
　
　
　
　
　
　

自
在
兼
用

一　

丸
形
茄
子
耳
風
炉
釜　
　

同

一　

梅
松
地
紋
芦
屋
自
在
釜　

同

一　

釣
鐘
釜　
　
　
　
　
　
　

同

一　

六
角
釜　
　
　
　
　
　
　

同

一　

車
軸
釜　
　
　
　
　
　
　

同

一　

口
四
方
釜　
　
　
　
　
　

同

一　

立
鼓
釜　
　
　
　
　
　
　

同

一　

糸
目
釜　
　
　
　
　
　
　

合
口 

一　

藤
兵
衛
作
切
合
釜　
　
　

朝
せ
ん
風
炉
ニ
用
元
ら

一　

御
平
用
合
口
釜

　　
　
　

御
茶
箱
之
部

　
　一　

菊
御
贔
屓
入蒔

繪
御
茶
箱　
　
　
　

包
上
さ
ら
さ
裏
浅
黄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紫
二
十
打
鈎
付

　
　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　
古
染
付
季
白
湯
呑
見
立
袋
表
裏

和
久
田
お
り
留
結
つ
く
り
と
も

　
　

棗　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
之
木
糸
目
木
地
瓢
た
ん
蒔
絵
袋

う
ら
と
ん
す
紋
浅
黄
続
つ
く
り
共
白
茶

　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　
　

象
牙
芋
袋
な
し

　
　

茶
筅
筒　
　
　
　
　
　
　

つ
け
の
木
口
蒔
絵

　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　
　

銀
宗
与
彫
紫
網
袋
入

　
　

菓
子
入　
　
　
　
　
　
　

堆
朱
袋
と
ん
す
裏
小
は
せ

　
　

香
線
入　
　
　
　
　
　
　

御
本
唐
糸
紅
網
袋
入

　
　

服
紗　
　
　
　
　
　
　
　

紫

一　

青
貝
扇
蒔
繪
御
茶
箱　

　
　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　
　

祥
瑞
ひ（
備
前
）

せ
ん
ち
り
め
ん
袋
入

　
　

棗　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
夫
蒔
繪
袋
入

　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　
　

象
牙
芋
赤
地
金
さ
ら
さ
袋
入　
　

　
　

茶
筅
立　
　
　
　
　
　
　

銀

　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　
　
禁
摩
写

枩
竹
梅
染
付
祥
瑞
写

袋
入

　
　

重
香
合　
　
　
　
　
　
　

堆
朱
茶
色
網
袋
入

　
　

三
ツ
羽　
　
　
　
　
　
　

野
鴈

　
　

曲　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
杉
晴
川
院
画
内
黒
塗

　
　

服
紗　
　
　
　
　
　
　
　

紫

一　

扇
蒔
繪
御
茶
箱

　
　
　

茶
杓

　
　
　

茶
筅
筒　
　
　
　
　
　

桑
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五
一

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

菱
形
カ
キ
合

　
　
　

包
服
紗
綿
入　
　
　
　

紫

一　

水
仙
蒔
繪
御
茶
箱

　
　
　

茶
碗　

二
ツ　
　
　
　
冠
手
染
付
袋
入

堅　
　
　
　

手

　
　
　

棗　
　
　
　
　
　
　
　

糸
目
青
貝
菊
蒔
繪

　
　
　

茶
筅　
　
　
　
　

　
　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　

象
牙
袋
入

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

鉄
菊
桐
象
眼
紅
網
袋
入

　
　
　

香
線
入　
　
　
　
　
　

白
高
麗
紫
網
袋
入

　
　
　

服
紗　
　
　
　
　
　
　

紫

　
　
見
明
院
様
御
道
具

一　

蒲
（
葡
）萄

蒔
繪
御
茶
箱

　
　
　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　

乾
山
菊
の
繪

　
　
　

茶
入　
　
　
　
　
　
　

丹
波

　
　
　

薄
茶
器　
　
　
　
　
　

桐
蒔
繪

　
　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　

象
牙

　
　
　

茶
筅
筒　
　
　
　
　
　

銀
桜
皮
花
透
網
袋
入

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

花
桶
形
七
宝
た
ら
内
銀
紫
網
袋
入

　
　
　

菓
子
入　
　
　
　
　
　

紫
檀
内
梨
子
地
菊
す
ゝ
き
繪

　
　
　

香
線
入　
　
　
　
　
　

染
付
菊
瓢
単
形
紅
網
袋
入

　
　一　

桑
見
廟
御
箱
書

御
茶
箱

　
　
　

茶
碗　

二
ツ　
　
　
　
本
手
半
寸

唐　
　

津

袋
稲
妻
と
ん
す

　
　
　

棗　
　
　
　
　
　
　
　

宗
仙
好
黒
塗
腰
筋
御
物
袋
白
茶

　
　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　

竹
芋

　
　
　

茶
筅

　
　
　

茶
筅
筒　
　
　
　
　
　

木
地
菊
の
繪
玄
賞
斎
筆

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

木
地
ま
け

　
　
　

ふ
り
出
し　
　
　
　
　

黄
南
京
紅
網
袋
入

一　

桑
瓢
蒔
繪
御
茶
箱

　
　

　
　
　

茶
見
廟
御
添
書

杓

　
　
　

棗　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
刀
木
丸
龍
蒔
繪

　
　
　

茶
筅
筒　
　
　
　
　
　

遠
州
透
桑
次
郎
作

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

九
谷
染
付
網
代
組

　
　

　
　
　

袋
見
廟
御
添
書

　
　
　
　
　
　
　
　

藍
組
御
茶
箱
入
と
も
仮
入

一　

黒
葛
蒔
繪
御
茶
箱

　
　
　

菓
子
入　
　
　
　
　
　

菊
蒔
繪
茶
箱
菓
子
入

一　

禁
摩
御
茶
箱　
　
　
　
　

嶋
び
ろ
う
と
裏
稲
妻

　
　
　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　
乾
山
靏
模
様

袋
裏
稲
妻
と
ん
す

　
　
　

棗　
　
　
　
　
　
　
　

菊
蒔
繪
平
春
正
作

　
　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　

象
牙

　
　
　

茶
筅
筒　
　
　
　
　
　

錆
竹

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

白
高
麗
藤
色
網
袋

　
　
　

菓
子
器　
　
　
　
　
　

唐
物
青
貝

一　

禁
摩
御
茶
箱　
　
　
　
　

仕
込
無
シ

一　

禁
摩
御
茶
箱　
　
　
　
　

仕
込
無
シ
袋
嶋
裏
と
ん
す
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五
二

新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

一　

花
月
御
茶
箱　
　
　
　
　

蓋
裏
周
信
筆

　
　
　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　

御
本
暦
手
紫
網
袋
入

　
　
　

薄
茶
入　
　
　
　
　
　

青
磁
遠
州
茶
御
物
袋
入

　
　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　

四
分
一
袋
入

　
見
廟　
　
　
　
　
　

　
　
　

茶
御
好
に
て
出
来

筅
筒　
　
　
　
　
　

ウ
流
美
塗

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

竹
組

　
　
　

菓
子
器　
　
　
　
　
　

菱
蒔
繪
続
柄
見
立
も
の

一　

重
菊
御
茶
箱

　
　
　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　

空
中
紅
毛
木
綿
袋
入

　
　
　

棗　
　
　
　
　
　
　
　

時
代
組
物
袋
入

　
　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　

茶
袋
象
牙
唐
子

　
　
　

茶
筅　
　
　
　
　

　
　
　

茶
筅
筒　
　
　
　
　
　

萩
菊
桐
蒔
繪

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

桑
秋
草
蒔
繪
三
ヶ
月
形
張
抜

　
　
　

ふ
り
出
し　
　
　
　
　

菊
瓢
た
ん　
　

　
　
　

服
紗　
　
　
　
　

一　

竹
彫
物
御
茶
箱

　
　
　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　

古
萩
古
切
袋

　
　
　

茶
入　
　
　
　
　
　
　

唐
物
丸
壷

　
　
　

棗　
　
　
　
　
　
　
　

菊
竹
蒔
繪

　
　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　

象
牙

　
　
　

茶
筅
筒　
　
　
　
　
　

銀
桜
波
紫
網
袋

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

宗
靏
造
紫
絅
袋

　
　
　

香
線
入　
　
　
　
　
　

織
部
表
さ
ら
さ
唐
浅
黄

　
　
　

小
三
ツ
羽　
　
　
　
　

野
鴈

　
　一　

秋
御
贔
屓
入野

蒔
繪
御
茶
箱

　
　
　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　
染
付
祥
瑞
在
銘
袋
表
嶋
ひ
ろ
う
と

裏
稲
妻
と
ん
す
続
つ
く
り
共
に
印
茶

　
　
　

茶
入　
　
　
　
　
　
　
高
取
遠
州
時
代
袋
唐
物
飾

裏
唐
物
浅
黄
続
つ
く
り
共
茶
色

　

　
　
　

中
次　
　
　
　
　
　
　
三
斎
好
糸
目
袋
表
浅
黄
地
小
牡
丹
金
ら
ん

裡
唐
海
黄
紐
つ
く
り
共
白
茶
色

　
　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　

一
角
袋
両
面
吉
左
衛
門
と
ん
す

　
　
　

茶
筅
筒　
　
　
　
　
　

桜
皮
銀
紫
網
袋
入

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

染
付
紫
網
袋
遠
州
之
網

　
　
　

ふ
り
出
し　
　
　
　
　

ひ（
火
襷
）

た
す
き
紅
網
袋
入

　
　
　

香
線
入　
　
　
　
　
　

白
呉
洲
紀
州
茶
網
袋
入

　
　
　

羽
箒　
　
　
　
　
　
　

野
鴈

　
　
　

服
紗　
　
　
　
　
　
　

紫

　
　

右
御
茶
箱
は
銀
浜
弐
百
五
拾
四
ま
て
蓋
表
三
十
六

裏
四
十
六

　
　

掛
子
内
十
九　

外
二
十
七

下
箱
外
廻
リ
弐
百
弐
十
六
内
青
紙
包

一　

桜
御
茶
箱

　
　
　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　

祥
瑞
遠
州
茶
網
袋
入

　
　
　

棗　
　
　
　
　
　
　
　

桜
蒔
繪
か（
間
道
）

ん
唐
袋
入

　
　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　

象
牙

　
　
　

茶
筅
筒　
　
　
　
　
　

桜
皮

　
　
　

茶
筅

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

銀
桜
皮

　
　
　

菓
子
入　
　
　
　
　
　

時
代
竹
袋
入
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五
三

　
　
　

ふ
り
出
し　
　
　
　
　

南
蛮
紫
網
袋
入

　
　
　

香
線
入　
　
　
　
　
　

南
青
瓢
た
ん
紅
網
入

　
　
　

服
紗　
　
　
　
　
　
　

紫

　
建
广
（
摩
）

一　

三
不
点
御
茶
箱　
　
　
　

外
箱
書
宗
中

　
　
　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　

朝
鮮
刷
毛
目
一
ツ
黒
楽
一
ツ

　
　
　

薄
茶
器　
　
　
　
　
　

蒟
醤
象
牙
蓋

　
　
　

茶
入　
　
　
　
　
　
　

瓢
形

　
　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　

竹

　
　
　

茶
筅
筒　
　
　
　
　
　

錆
竹
内
黒
塗
江
月
極
書
入

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

象
牙
七
宝
透
し

　
　
　

菓
子
入　
　
　
　
　
　

蓋
裡
巌
浪
蒔
繪
羊
遊
斎
造

　
　
　

ふ
り
出
し　
　
　
　
　

青
磁
瓶
子
形
紅
網
袋
入

　
　
　

香
線
入　
　
　
　
　
　

染
付
鉄
せ
ん
模
様
茶
網
袋
入

　
　
　

服
紗　
　
　
　
　
　
　

紫
二
ツ

一　

空
中
茶
箱

　
　
　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　

鷹
峯
の
土
ニ
テ
空
中
在
銘

　
　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　

時
代
竹

　
　
　

茶
筅
筒　
　
　
　
　
　

藤
組

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

菱
七
宝
透

　
　
　

菓
子
入　

二
ツ　
　
　

桐
木
地
銀
箔
切
古
網
割
蓋

一　

楓
御
茶
箱

　
　
　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　

二
ツ
共
隅
田
川
焼

　
　
　

中
次　
　
　
　
　
　
　

楓

　
　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　

銘
萬
歳
楽
宗
本

　
　
　

茶
筅
筒　
　
　
　
　
　

楓
仕
込
ニ
テ

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

楓
の
木
楓
透
し

　
　
　

ふ
り
出
し　
　
　
　
　

隅
田
川
焼

　
　
　

香
線
入　
　
　
　
　
　

清
竹

　
　
　

三
ツ
羽　
　
　
　
　
　

山
ば
と

　
　
　

き
服
紗　
　
　
　
　
　

さ
ん

　
　
　

染
服
紗　
　
　
　
　
　

宗
中
哥

一　

ト
組
御
茶
箱

　
　
　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　
朝
せ
ん
三
嶋

染
付
内
五
人
物

　
　
　

棗　
　
　
　
　
　
　
　

道
恵
作
黒
塗
茶
器
形

　
　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　

象
牙
芋

　
　
　

茶
筅

　
　
　

茶
筅
包　
　
　
　
　
　

表
茶
■
裡
竹
の
皮

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

赤
銅
銀
筋
紫
網
袋
入　
　

　
　
　

菓
子
入　
　
　
　
　
　

砂
張
ヤ
ン
ホ
（
ポ
）蓋

茶
筅
置
ニ
用

身
建
水
ニ
用

　
　
　

服
紗　
　
　
　
　
　
　

紫

　
　一　

ト
見
明
院
様
御
分

組
御
茶
箱

　
　
　

茶
碗　
　
　
　
　
　
　
染
付
筒
一
ツ

赤
楽
一
ツ

　
　
　

棗　
　
　
　
　
　
　
　

菊
唐
草
蒔
繪

　
　
　

茶
杓　
　
　
　
　
　
　

竹

　
　
　

茶
筅
筒　
　
　
　
　
　
染
付
一
ツ

同
絅
透
一
ツ

　
　
　

茶
巾
筒　
　
　
　
　
　

も
ふ
る
網
梅
彫
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五
四

新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具

　
　
　

菓
子
入　
　
　
　
　
　

地
金
水
仙
共
蒔
繪

　
　
　

服
紗　
　
　
　
　
　
　

紫

一　

組
物
御
茶
箱

　
　
　

茶
巾
筒

一　

桑
籠
目
御
茶
箱　
　
　
　

幸
阿
弥
作

一　

飛
騨
御
茶
箱　
　
　
　
　

内
箱
黒
牙

一　

御
茶
胴
乱

　
　
　

茶
碗

　
　
　

茶
入

　
　
　

茶
杓　
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